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M―溝状遺構  P一 ピット ID一 井戸跡
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は轟轟聾薔轟糧睫翡翡鰺鍼カマド餞 魏器鸞嚢轟轟釜艶処理|||||||||
3 挿図の縮尺は以下の通りである。

遺構  竪穴住居跡1/80 竪穴状遺構 1/8001/120 土抗 1/80

掘立柱建物跡 1/80 溝跡 1/16001/120 井戸跡 1/40

遺物  縄文土器1/2 土師器 0須恵器1/3



遺構の標高は各遺構ごとに統一 じ、水糸高を標高とした。

土層 。遺物等の色調は、「新版標準土色調」による。
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第 1節 発掘調査の経緯 と経過

権現平遺跡。池端遺跡は、佐久市大字新子田及び安原地積に所在 し、標高696m～ 710mを 測る。

地形的には、北 。南 。東の三方を山に囲まれた台地状を呈 し、西側は小河り||を はさみ比較的平坦

な地形が湯川に向かって広がっている。また昭和60年 には、権現平遺跡 0池端遺跡の西300mに位

置する筒畑遺跡群池畑遺跡の調査が行われてお り、弥生時代から古墳時代初頭に位置付けられる

住居跡などが確認されている。

今回、セキスイハイム信州株式会社による宅地造成事業が行われることとな り、遺構の有無を

確認するため、平成 6年 8月 9日 ～平成 6年 8月 26日 にかけて試掘調査 を行った。その結果、縄

文時代から中世にいたる多数の遺構 。遺物が確認されたため、主体者を含め改めて協議 をおこな

い、造成により遺構の破壊が予想される、掘削部及び道路部分の調査をおこなうこととなった。

このためセキスイハイム信州株式会社から委託を受けた佐久市教育委員会が記録保存を目的とし

て、発掘調査を行 う運び となった。

ヾ

第 1図 権現平遺跡・池端遺跡位置図 (1:100,000)
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第 2図 権現平遺跡 。池端遺跡位置図 (1:5,000)
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鼈 H骰 又跡の主に とM颯

第 1節 佐久市安原付近の自然環境

地形

上信国境に釜ゆる浅間山は標高2560m、 ゎが国の代表的な活火山で常時火山活動状況を観i員1す

る施設を有する数少ないA級火山に分類されている。浅間火山は溶岩流・火山弾・火山砂 。浮石・

火山灰などの火山噴出物が互層する成層火山で、現在の最高地点噴火回は黒斑火山 。前掛火山の

上部中心に形成されたもので、これらを含めて浅間山全体は模式的な二重式成層火山である。こ

の浅間山は古 くから親 しまれ、恐れられ佐久地域には特に自然 。歴史人類生活の上に偉大な影響

を及ぼしてきたが、現在では火山 。地震等の地球物理学上から、日本だけでなく、世界的にも広

く知られてきている。その理由は次の三点に要約できる。

1 活火山浅間山は地形・地質構造・火山活動・火山形態 (成層 。楯状 0溶岩円頂丘等)な ど

の各面から各種の火山としての条件を兼備 しており、火山の模型的存在で、火山研究には

最 も適 しており興味深いものがある。

2 古代からの火山活動の古記録が残されており、人山活動の歴史的研究では世界的に珍 しい

とされている。ことに天明 3年 (1783)発生の大噴火について、絵図。公式古文書。日記。

書信などこの地方にも多くの記録が残っている。

3 火山活動の地球物理学的研究が、日本では勿論、世界的にも最も早 くから行われ、その成

果が日本の人山学 。地震学を進歩させた原動力となっており、世界的にも高 く評価されて

いる。

当遺跡はこの浅間山の南斜面山麓が佐久平の平坦面に交わってゆるやかな南斜面の続 く標高

700m～ 710m付近の湯川の東沿岸の台地上に立地 している。湯川は軽井沢町千ヶ滝に源を発し、

南流 して、同町油井地籍で南軽井沢から西流 して来る泥川と合流 して流路を西に変え、御代田町

に入るまでにJLの 浅間山麓 。南の森泉山方向の両猥1の 小支流を合わせて水量を増 し、深い浸償虫峡

谷を作って流路を西北に変え、湯川ダムの多目的大貯水を作 り、佐久市横根地籍北方で再び流路

を南に変えて佐久市内に入る。横根附近から河幅も広めとなり、両岸に浸蝕河岸段丘を作 り、谷

中に小沖積地を作 り、最 も古い開拓水田がここに存在する。当遺跡はこの湯川東方1.7kmの 台地上

に位置する。

湯川西岸の佐久平地方 (岩村田台地)に は火山山麓特有な田切 り地形が見事に発達している。

これは新 しい火山であり、浅間山の火山噴出物 。火山砂・火山灰 。浮石の堆積層が未分解で粘土

化せず凝結力が乏しいため流水 。洪水等の浸蝕に対する抵抗力が頗る弱 く、一度流路になると大
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きな断面が垂直に近い谷に発達する可能性が高 くなり、人山国日本の第四紀の新 しい火山の裾野

地帯各地に見 られる田切 り地形 と同形 となっている。御代田駅から小海線三岡駅附近が最 も顕著

である。湯川東岸地区には田切 り地形の著 しいものはないが当遺跡の西側の旧平尾道。安原用水。

東中学東側凹地 。霞川等の凹地が田切 り初期の地形である。それらの初期地形間の南北に続 く台

地が古墳時代以来、古代 。中世の住居遺跡の分布地である。

地質

権現平遺跡 。池端遺跡周辺の地質構成で、野外で直接視察できる最 も古いものは平尾山 (1155

m)を構成する平尾溶岩である。平尾溶岩は塊状火山 (ト ロイデ火山)と して噴出した濃青緑色

の緻密な跛璃質複輝石安山岩で、石材 としては頗 る良材であり、佐久産出の姫小松石 と称 して珍

重され、他の地方にも搬出されている。平尾山は荒船火山より古 く、長い間の風化浸償虫をうけて

山全体に放射谷が発達 し、佐久平の東北隅に屹立 して展望 も広 く、市民に親 しまれている。

平尾山の東麓に覆い重なっているのが荒船山の噴出物の溶結凝灰岩 (佐久石)で、霞川の左岸

に所在する安原 。新子田附近及び閥ftp流 山の奇岩絶壁の東側一帯に広 く分布 している。佐久石 と

称せ られているものの中で、特に業者間では安原石が最 も良質のものとされ、古 くから石造加工

品の原材 として珍重されている。この溶結凝灰岩 (安原石)は荒船火山の活動最盛期に多量の安

山岩質灼熱火山灰を長期間噴出し、厚い堆積層を構成 し、熱 と加重圧によって再溶融 |コ 結 したも

ので、荒船火山を中心 として志賀谷山1夫の奇岩から田口及び青沼まで広 く分布 している。

堆積岩層 としては英多神社南の香坂越尾根南部に小部分相浜層の砂質凝灰岩 。凝灰岩の互層が

認められ、この中から広葉樹
・
化石を産出したこともあり、洪積世初期の地層が僅かに分布 してい

ることが明らかとなっている。

安原 。新子田 。平根地区の平坦地を構成する地層は浅 FH5火 山の噴出物の堆積層で、基盤は黒斑

火山の噴出物起源の湖沼性堆積火山性砂岩 。凝灰岩 。凝灰質礫岩の互層であり、これは湯川の谷

底部に一部露出が見 られ、黒岩城跡埋蔵文化財発掘調査の際、深掘 リトレンチで確認され、その

上部には大小の1軽石の礫 を多量に含んだ厚い火山灰砂の層が重なっている。この層を第一軽石流

と呼んでいるが、前掛火山の噴出物で浅間山の南斜面の大部分 と佐久平の北半を広 く、厚 く覆っ

ている。第-1軽石流は空中堆積物であるので原地形によって厚さの変化が著 しいが、この地層分

布内には田切 り地形が発達 し、田切 りの崖面では構成物質の層厚が観察でる。遺跡付近では鼻顔

稲荷社境内の高さ20mに及ぶ断崖が顕著な例である。また軽石流は 2回 にわたって流出したもの

であるが、第二回1亜石流中に含 まれる炭化本幹について、C14年代測定では10,650～ 11,300年 前と

測定値がでている。 (小諸市誌 )

この1蚤石流の上面が今回権現平遺跡。池端遺跡の層序模式図地山第 3層 合軽石礫黄褐色土層 (ロ ー

ム)である。
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鼈爾躊 は本M鱚麒鐵ド狡之雉

第 1節 基本層序

権現平遺跡は三方を山に囲まれた盆地上に存在するため、遺構 もわずかな平地及び山の緩やか

な斜面を利用 して構築されている。このため層序確認は、斜面。平地の 2カ 所で行った。斜面の層

序は 3層 に分層でき、 1層 は黒褐色で厚さは40cm内外を測る。 2層 は暗褐色土の粘性の強い土質

で、遺物を含む包含層である。厚さは30cm内外を測る。 3層 は黄褐色上のロームで、この上面が

遺構検出面である。平地の層序は 3層 に分層でき、 1層 は畑に本1用 された耕作上で黒褐色の柔 ら

かい土質で厚 さ30cmを 測る。 2層 は暗褐色土だが斜・面に比べ、粘性のない土質である。厚さは20

cmを 測る。 3層 は黄褐色のローム上でこの上面が遺構の検出面 となる。

第 3図 基本層序模式図

第 2節 調査遺構

今回の調査は、宅地造成によって遺構の破壊が予想される掘削部及びとりつけ道路部分の調査

を行い、下記の遺構。遺物を検出した。

竪穴住居跡 23棟 縄文時代  8棟 古墳時代  8棟 平安時代  7棟

竪穴状遺構 10棟 掘立柱建物跡 1棟

土坑 48基 縄文時代 22基 古墳時ft・ 平安時代 11基 時期不明 15基

溝  2条  井戸跡 2

0 0

im l購
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雛量V雛 遣饉 ど遣物

第 1節 竪穴住居跡

Hl号住居跡 (縄文時代 )

1黒褐色 10m2/2ロ ーム粒含む しまりあり
2黒褐色 10YR3/3ロ ーム粒・フロ゙ック含む しまりあり
3黒褐色 10YR3/3ロ ーム粒。炭化物・焼土含む しまりあり
4にぶい黄褐色 10YR4/3黒褐色土含む しまりあり
5黒褐色 10YR2/3ロ ーム粒含む
6黒褐色 10YR2/3ロ ーム粒。フロ゙ック含む

706.100

o   (1:80)  2m

第 5図  Hl号 住居跡実測 図

遺構は、D― し-17グ リット付近の緩斜面上に位置する。H2と 重複関係にあり、南壁の一部

を切 られる。平面形は南北3.4m、 東西4.4mのやや東西に長い円形を呈する。壁高は床面から25

cmを 測 り外傾 しながら立ち上がる。床面は堅くしまり、ピットは 8個確認できた。また南壁際に

は貯蔵穴と思われる土抗が認められる。炉及び焼上の確認はできなかった。
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番号 器 種 器 形 法   最 厚 さ 部  位 色 調 焼成 含有鉱物

縄文土器 口縁 7.5YR5/6明褐色 良 長石 。雲母

縄文土器 口縁 5YR3/3暗赤褐色 良

縄文土器 □縁 5n5/6明赤褐色 良 長石 。雲母

4 縄文土器 口縁 10YR2/2黒褐色 良好 雲母

縄文土器 口縁 7.5YR7/3にぶい橙色 良好 雲母

縄文土器 口縁 10YR2/2黒褐色 良 雲 母

縄文土器 口縁 5YR4/8 赤褐色 良好

8 静電文土器 口縁 10YR3/1黒褐色 良 雲 母

縄文土器 口縁 5YR5/4にぶい赤褐色 良好 雲母 0長石

10 縄文土器 口縁 5m5/6明赤褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 口縁 5YR4/8赤褐色 良好 雲母 。長石

縄文土器 口縁 5YR3/2暗 赤褐色 良好 金雲母

13 縄文土器 口縁 7.5YR5/3にぶい褐色 良好

14 縄文土器 口縁 10n4/1褐灰色 Ft夕子

縄文土器 口縁 5YR3/3暗赤褐色 良 雲母・長石

縄文土器 口縁 5YR5/6明 赤褐色 良 雲 母

縄文土器 口縁 10YR7/1灰褐色 良 雲 母

18 縄文土器 口縁 7.5YR5/2灰褐色 良 長石

縄文土器 口縁 7.5YR5/3にぶい褐色 メモタ子 雲母 。長石

20 縄文土器 口縁 10m3/3暗褐色 良好

浄電文土器 口縁 7.5YR6/6橙 色 良 金雲母 。長石

`電

文土器 口縁 5YR5/6明 赤褐色 メモ女子 雲母 。長石

23 縄文土器 口縁 7.5YR5/4にぶい褐色 良 雲母 。長石

24 縄文土器 体部 5YR6/4にぶい橙色 良 雲母

`電

文土器 体部 7.5YR5/4にぶい褐色 良 長石

縄文土器 体部 7.5YR7/4にぶい橙色 良好 雲母

(単位 cm)

一-13‐一一

第 1表 Hl号 住居跡出土遺物観察表



番号 器 種 器  形 法   量 厚 さ 部 位 調 斃 焼成 備  考

27 縄文土器 体部 5YR4/1褐灰色 良好 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR7/2明褐灰色 不良 金雲母 。長石

29 糸電文土器 体部 5YR4/2灰褐色 良 金雲母・長石

30 縄文土器 体部 5YR6/4にぶい橙色 不良 長石

31 縄文土器 体部 10YR4/3にぶい黄褐色 良好

32 縄文土器 体部 7.5YR4/3褐色 良 雲母

33 縄文土器 体都 7.5YR7/6橙色 良 長石

34 縄文土器 体部 5YR5/6明褐色 Ft夕子 長石

35 縄文土器 体部 10YR7/3に ぶい黄橙色 不良 金雲母 。長石

36 縄文土器 体部 10YR4/2灰黄褐色 メモタ子 雲 母

37 縄文土器 体部 7.5YR5/4にぶい褐色 良好 雲 母

38 縄文土器 体部 5n6/8橙色 良 雲 母

39 縄文土器 体部 10YR4/1褐灰色 良好 雲 母

40 1電文土器 体部 2.5YR4/6赤褐色 良好

41 縄文土器 体部 10YR7/3にぶい黄橙色 良 雲母

42 縄文土器 体部 5YR5/6明赤褐色 メモタ子 長石

43 縄文土器 体部 5YR4/3にぶい赤褐色 良 金雲母 。長石

44 縄文土器 体部 5YR5/6明赤褐色 良好 雲母 。長石

45 縄文土器 体部 7.5YR6/3にぶい褐色 Jこ夕子

46 1電文土器 体部 7.5YR5/4にぶい褐色 良 雲 母 長石

47 縄文土器 体部 10YR2/3黒褐色 良好 雲母

48 縄文土器 体部 7.5YR4/3ネ蜀色 良 長石

49 縄文土器 体部 10YR5/4にぶい黄橙色 良

50 縄文土器 体部 10YR2/2黒褐色 良好 雲母

縄文土器 体部 7.5YR5/3にぶい褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 5YR6/6橙 色 良 長石

(単位 cm)

-14-
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番号 器 種 器 形 法  量 厚 さ 部 位 色 調 焼成 備  考

53 紺1文土器 体 部 5YR3/1黒褐色 良 雲燿よ。長石

54 縄文土器 底径(9。 2) 体部 5YR4/61局 色 良 金雲母 。長石

絆L文土器 底径 (9.4) 体 部 5YR4/6褐 色 良 雲 Ltl

組文土器 体部 7.5YR4/2灰掲色 良好 長石

縄文土器 体部 5YR3/4暗赤褐色 良 金雲母・長石

縄文土器 体部 5YR4/1褐灰色 良 金雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR5/4にぶい褐色 良好 雲 母

60 縄文土器 体部 2.5YR5/6明赤褐色 良 長石

第 3表 Hl号 住居跡出土遺物観察表(単位 cm)

(縄文時代 )

堡

邁

邁Ａ

一ミ
ヽ

飩
|

跡
　
、

鱗
　
＼

婿
④

〇 |

尽
饉

Φ
　
　
　
　
　
Φ

一　

　

工

瘤０

Ｌ

　

　

　

　

　

　

Ш

〇
|

Σ I

」
|

VI

1黒褐色 10YR2/21-ム 粒。ブロック・炭化物含む
2暗褐色 10n3/4ロ ーム粒・フロ゙ック・多く含む
3黒褐色 10YR2/3炭化物・焼土含む しまりあり
4にぶい黄褐色 10YR4/3砂質 軽石含む しまりなし
5黒褐色 10YR2/3ロ ーム粒・パミス含む
6黒褐色 10YR2/2ロ ーム粒含む

705.700

o  (1:80) 2111

第 10図  H2号 住居跡 実測図
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遺構はD一 し-18グ リット付近の緩斜面上に位置する。Hlと 重複関係にありHlの北壁を切

る。平面形は南北3.7m、 東西3.8mの 隅丸方形を呈する。壁高は床面から10cmを 測 りほぼ垂直に

立ち上がる。床面は堅 くしまり、ピットは11個確認できた。また南東壁際には土抗が認められ、

床面には僅かに焼土が分布するが炉などの施設は認められなかった。

写 7 H2号 住居跡

写 8 H2号 住居跡

―-16-
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第11図  H2号 住居跡出土遺物実測図
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番号 器 種 器   形 法  量 厚 さ 部 位 調 整 焼成 備  考

1 縄文土暑詳 El縁 5YR3/4 ‖rllFv`L 良 雲 母

縄文」諄尋 口縁 10YR7/4に ぶい黄橙色 良 長石

3 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良好 雲母 。長石

4 縄文土器 体部 10YR7/4に ぶい黄橙色 メこ夕子 雲 母

縄文土器 体部 10YR6/4に ぶい黄橙色 メモタ子 雲 母

糸電文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良好

縄文土器 体 部 5YR5/6明赤褐色 良好 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR5/6明褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体 部 5YR5/6明 赤褐色 良 雲母・長石

10 縄文土器 体部 7.5YR5/4に ぶい黄橙色 良 雲母 。長石

甜1文土器 体部 7.5YR5/6明褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体 部 5YR4/4にぶい赤褐色 良 雲 母

13 縄文上器 体部 5YR5/6明赤褐色 良 雲 母

14 糸電文土器 体 部 5YR4/3にぶい赤褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR6/4に ぶい橙色 ダこク了 雲母

縄文土器 体部 7.5YR6/4にぶい橙色 良 雲母

縄文土器 体部 7.5YR4/2灰褐色 良好 雲 母

縄文土器 体部 7.5YR4/1褐灰色 Ja女子 雲母

縄文土器 体部 7.5YR3/4暗褐色 良好 金雲母 。長石

(単位 cm) 第 4表 H2号 住居跡出土遺物観察表

―…18-一



H304号住居跡 (縄文時代 )

H4

④

９

△

炭化物・焼土粒含む 粘性しまりあり

炭化物含む しまり粘性あり

自色。ローム粒含む しまり粘性あり

白色粒含む しまり粘性あり

707.500

(1 : 80) 2m

5褐色  10YB4/6口払粒含む
6赤褐色 2.5n4/8砂質 しまり粘性あり
7暗赤褐色 2.5m3/4し まり粘性なし

第12図  H3・ H4号住居跡実測図

H   I

1暗褐色 10YR2/3
2黒褐色 10YR3/2
3褐色  10YR4/6
4暗褐色 10YR3/3

写 9 H3・ H4号住居跡

-19-



H3号住居跡はD― あ-14グ リット付近の緩斜面上に位置する。遺構はH4と 重複関係にあり

H4の東壁 を切 る。規模は残存部で南北1.5m、 東西4.9mを測 り、平面形は隅丸の方形を呈 して

いたと思われる。壁高は床面から最大値で20cmを測る。床面は細かな石が多く凹凸が激 しい状態

であり、南東隅に土抗が認められる。炉などの施設は確認できなかった。

H4号住居跡はD― う-15グ リット付近の緩斜面上に位置する。遺構はH3と 重複関係にあり

東壁 を切 られる。規模は残存部で南北1.5m、 東西3.3mを測 り、平面形は隅丸方形を呈 したと思

われる。壁高は床面から最大値で14cmを 測 り、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は一面地山に合まれ

る岩が露出してお り、凹凸の激 しい状態である。 ピットは北壁際に 2個確認でき、遺構のほぼ中

央に炉が設置されていた。

膨月月月月川Ｈ＝町
′ ４

写10 H30H4号 住居跡

-20-―

第13図 H3号 住居跡出土遺物実測図
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第14図  H4号 住居跡出土遺物実測図
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第15図 H4号 住居跡出土遺物実1貝1図
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番 号 器 種 器  形 法   量 厚 さ 部 位 色 調 焼成 備   考

縄文土器 体部 10m2/3黒褐色 良 雲母・長石

縄文土器 体部 10m6/4にぶい黄橙色 良 長石

3 縄文土器 体 部 10YR3/3暗褐色 良 雲 母

縄文土器 体部 10m6/4にぶい黄橙色 良好 雲 母

縄文土器 体 部 7.5YR5/3 に二いい本局(L 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR5/3にぶい褐色 良 雲 母

縄文土器 体部 5YR4/3に ぶい赤褐色 良 雲母 。長石

番号 器 種 器  形 法   量 厚 さ 部 位 色 調 焼成 備  考

縄文土器 口縁 7.5YR5/3 に
`猿

い1局 (L 不良 金雲母・長石・小石

縄文土器 口縁 10YR2/3黒褐色 良 雲 母

3 縄文土器 口縁 7.5YR6/4に ぶい橙色 不良 雲母 。小石

4 縄文土器 体部 10YR2/2黒褐色 良 雲 母

縄文土器 体部 7.5YR4/3褐 色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 5n4/2灰褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR5/8明 褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR6/4に ぶい橙色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR6/4に ぶい橙色 良 雲母 。長石

10 縄文土器 体部 5YR4/6赤褐色 不良 雲母。長石。小石

縄文土器 体部 7.5YR4/2灰 褐色 良 雲母 0長石

縄文土器 体部 5YR4/2灰褐色 良 雲 母

縄文土器 体部 7.5YR5/6明 褐色 良 雲母 。小石

14 縄文土器 体部 7.5YR5/6明 褐色 不良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR5/8明 褐色 良 雲 母

縄文土器 体部 5YR4/4に ぶい赤褐色 良好 雲 母

縄文土器 底 部 7.5YR5/4に ぶい褐色 良好

縄文土器 底 部 5YR5/6明赤褐色 不良 雲 母

(単位 cm) 第 5表 H3号 住居跡出土遺物観察表

(単位 cm)

―-23-―

第 6表 H4号 住居跡出土遺物観察表



H5号住居跡 (縄文時代 )

Pp oPl

Ｆ
一

Ｅ
一

1

2

3

4

5

黒色  10YR2/1小石・砂利含む
黒褐色 10n3/2白 色粒・炭化物含む しまり粘性あり
暗褐色 10n3/4しまり粘性あり
褐色  10YR4/6ドミス含む しまり粘性あり
暗褐色 10YR3/4しまり粘性強い

708.200

o   (1:80)  2m

第 16図  H5号 住居跡実測図
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写1l H5号住居跡



遺構はD一 あ-5グ リット付近の緩斜面上に位置する。規模は残存部で南北3.8m、 東西4.7m

を潰1り 、平 lli形 は隅九方形を呈 したと思われる。壁高は40cmを ,員 1る 。床■l‐
は堅 くしまっており、

ビットは 7個確認できた。炉はP2・ P3の 中間に位置する。平面形は円形を呈 し厚さ 8 cmの 焼

土が堆積 していた。

マ氣
'な =ヽ

『蝿
ｋ

ｔ

写12 H5号住居跡遺物出土状態

ヽヽ|よ
|

写13 H5号何ittl171f・ 遺物出上状態

一-25-―

写14 H5号住居跡堀方



、 、 3

/   7

第17図  H5号 住居跡出土遺物実測図
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第18図  H5号 住居跡出土遺物実
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第19図  H5号 住居跡出土遺物実測図
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第20図  H5号 住居跡出土遺物実測図
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第21図  H5号 住居跡出土遺物実測図
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第22図  H5号 住居跡出土遺物実測図



番 号 暑詳  本重 暑掛   ,形 法  量 厚 さ 書ド イ立 色 焼成 備   考

縄文土器 口縁 5YR3/3暗 赤褐色 メt夕子 雲 母

縄文上器 口縁 2.5YR3/1黒褐色 良 雲母。長石。′」ヽ石

縄文上器 |]縁 5YR5/6赤 鶴色 良 雲 |サ
。長石。小石

4 縄文土器 口縁 7.5YR5/4にぶい褐色 良

縄文上器 口縁 10YR7/4に ぶい黄橙色 良 雲 母

縄文土器 口縁 7.5YR6/6橙色 不良 長石・小石

縄文土器 口縁 5YR2/1黒 褐色 良好 雲母 。長石

8 縄文土器 口縁 7.5YR4/1褐灰色 良 雲 母

縄文土器 口縁 5YR4/2灰褐色 良 金雲母 。長石

10 縄文土器 口縁 7.5YR7/6橙 色 良 雲母 。長石

縄文二L器 口縁 7.5YR5/4にぶい褐色 良 1:|サ
。

Jヽ 准i

縄文土器 0。 6 日縁 2.5YR4/3に ぶい赤褐色 良 雲母・長石

縄文土器 口縁 2.5YR3/4晴赤褐色 良 雲母

14 縄文土器 口縁 5YR4/2灰 褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 口縁 7.5YR5/6明 褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 口縁 10YR6/4にぶい黄橙色 良 長石・小石

縄文土器 EI縁 5YR6/4に ぶい1金 色 メt夕子 長石 。小石

組文土器 EI縁 5YR5/4に ぶい赤褐色 メヒタ子 雲母

縄文」1器 回縁 10YR7/4に 3く い黄橙色 良 雲母・小石

20 縄文土器 口縁 5YR5/8明 赤褐色 メt夕子

縄文土器 口縁 7.5YR8/4浅 黄橙色 良 雲 母

22 縄文土器 口縁 10YR8/4浅黄橙色 良好 雲 |サ

23 縄文土器 口縁 2.5YR3/1黒褐色 不良 長石

24 縄文土器 体部 5n4/8赤褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR2/1黒 色 讐t女子 雲母

縄文土器 体 部 2.5YR3/2暗赤褐色 良好 雲母

(単位 cm)

一-32-―

第 7表 H5号 住居跡出土遺物観察表



番 号 2詳  不重 器  形 法   量 j早 さ 部  位 色 mlll 焼成 備  考

縄文土器 体 部 5YR5/611J]赤 褐色 良好 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR7/8黄橙色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 5YR3/2暗 赤褐色 良 雲 母

30 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 7.5YR7/1黒色 良

縄文土器 体部 10R3/3暗赤褐色 良 雲 母

33 縄文土器 体部 7.5YR6/8橙 色 良 長石

34 縄文土器 体部 10YR4/3にぶい黄褐色 良好

35 縄文土器 体部 5YR5/2灰 褐色 良 雲母 。長石

36 縄文土器 体 部 7.5YR4/4褐 色 良好 長石

縄文土器 体 部 5YR5/6明 赤褐色 良 長石・小石

縄文土器 体 部 10YR2/2黒ネ島色 不良 小石

縄文土器 体 部 7.5YR4/4褐 色 良 雲 母

40 縄文土器 体部 2.5YR4/4に ぶい赤褐色 良 雲母。長石。小石

縄文土器 体部 10YR4/4褐色 良好 雲 母

42 縄文土器 体部 7.5YR6/8橙 色 良 雲 母

43 縄文土器 底部 5YR6/6橙 色 良好 小石

44 縄文土器 体部 7.5YR6/3にぶい褐色 良好 雲 母

45 縄文土器 体部 7.5YR6/4にぶい橙色 良 長石

46 縄文土器 体 部 5YR6/6橙 色 メt夕了 雲母・長石・石英

47 縄文土器 体 部 5m5/8明籍褐色 良好 雲母・長石。石英

48 縄文土器 体部 5m4/6赤褐色 良 雲母 。長石

49 縄文土器 体 部 10YR3/1黒ネ路色 メモ女子

50 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 不良

縄文土器 体部 10R4/3赤褐色 良 雲母 。小石

(単位 cm)

一-33-一

第 8表 H5号 住居跡出土遺物観察表



H6

鰤
⑥

口万 (縄文時代 )

●
|

1黒褐色 10YR2/1焼土・炭化物含む 粘性弱い

2黒色 10m2/1焼土粒多く含む 粘性弱い

3暗褐色 10YR3/4白 色粒多く含む しまり粘性あり
4暗褐色 10m3/41～ 2cmの 小石含む しまり粘性あり

5褐色± 10n4/6白 色粒含む しまり粘性あり
6にぶい黄褐色 10m5/4自 色粒多量に含む Jヽ石含む

しまり粘性あり
7赤褐色 2.5YR4/8焼土層 しまりあり

708.400
0   (1:80) 2m

第23図  H6号住居跡実濃1図

遺構はC一 こ-14グ リット付近の緩斜面上に位置する。規模は残存部で南北2。 9m、 東西3.2m

を測 り、平面形は隅丸方形を呈 していたと思われる。壁高は床面から最大値で 6 cmと 浅い。床面

はやや堅さをもち、中央付近に炉が設置されている。炉は径64cmの 円形で、厚さ13cmの焼土が堆

積 していた。

写 15 H6号住居跡

-34-



1 1

(単位 cm)

H7号住居跡 (縄文時代 )

‐‐
輛円日Ｈ日Ｈ日ＨＨ‐^^‐り

‐‐

‐‐
ＭＩ‐
＝
目
日
＝
Ｈ
Ｈ
目
躙
‐‐

◎P2

第24図  H6号 住居跡出土遺物実浪1図

第 9表 H6号 住居跡出土遺物観察表

自色粒多く含む しまり粘性あり
焼土。炭化物僅かに含む しまり粘性あり
白色粒・焼土・炭化物含む しまり粘性あり
自色粒。小石多量に含む
自色粒多く含む しまり粘性あり
炭化物僅かに含む しまり粘性あり
小石含む しまりなし

708.400

o   (1:80) 2m

第25図  H7号 住居跡実測図

1黒褐色 10YR3/1

2暗褐色 10YR3/3

3黒褐色 10YR3/1

4暗褐色 10YR3/4

5暗褐色 10YR3/3

6褐色 10n4/6
7黄褐色 10YR5/8

番 号 暑澤 不重 器     形 法   量 厚 さ 部 位 色 調 焼成 備  考

`llttit,尋

体 部 5YR5/6明 赤l「J色 良 雲 母

縄文土器 体部 7.5YR6/4にぶい橙色 不良 雲 母

縄文土器 体部 7.5YR6/4にぶい橙色 良 雲母。長石・小石

4 縄文土器 体部 10YR6/4にぶい黄褐色 不良 金雲母。長石。小石

―-35-―



遺構はD一せ -15グ リット付近の緩斜面上に位置する。規模は残存部で南北1.2m、 東西4.5m

を測る。壁高は床面から最大値で38cmを測 りやや外傾 しながら立ち上がる。床面は地山の岩が露

出した状態で凹凸の激 しい状態である。ピットは 2個確認でき、北壁際には土抗が認められる。

炉はほぼ中央に設置されてお り、径28cmの 円形で、厚さ 6 cmの 焼土が堆積 していた。

写16 H7号住居跡

ノ

‐

‐

　

　

　

′
‐
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第26図  H7号 住居跡出土遺物実測図



番 号 器  種 暑尋    月多 法  _m_ 厚 さ 部  位 色 調 焼成 備  考

1 縄文土器 口縁 5YR6/8橙 色 良 長 石

縄文土器 体 部 2.5YR6/8 橙色 良 長 石

3 縄文土器 体 部 5n6/4に ぶい43_色 良 好 雲 母

4 縄文土器 体部 10R3/1暗赤灰色 良 雲 母

縄文土器 体部 7.5YR5/4 にぶいネ局色 良 雲 母

縄文土器 体部 2.5YR6/8樫 色 メ1ク子 雲 母

縄文土器 体部 5YR6/4にぶい橙色 良 雲 母

縄文土器 体 部 2.5YR5/8暗赤褐色 良 雲母 。長石

縄文土器 体部 5YR5/6!月 赤褐色 不良 雲 母

10 縄文上器 体 部 7.5YR3/8黄橙色 不良 雲母 。長石

縄文土器 体部 5YR5/4に ぶい赤褐色 良 長 石

(単位 cm)

H8号住居跡 (縄文時代 )

1黄褐色 10m5/8ロ ームフロ゙ック含む しまり粘性あり

2黒褐色 10YR3/2白 色粒少量含む
3黒褐色 10YR3/2炭 化物少量含む
4黒褐色 10YR3/4し まり粘性あり
5赤褐色 2.5YR4/8焼土層 炭化物含む

第10表 H7号 住居跡出上遺物観察表

706.600

o   (1:80)  2m

條

又

剣
　
め
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Ю
　

酬

第27図  H8号住居跡実測図

遺構はC一 た-17グ リット付近の緩斜|・ 面上に位置する。遺構はその大半を失ってお り、確認さ

れたのは北壁の一部 と僅かな床面のみである。壁高は最大で12cmと 浅 く、やや外傾 しながら立ち

上がる。床面は地山の岩が露出してお り、凹凸の激 しい状態である。ビットは北壁に沿って 5個

確認でき、床面の西側には土抗が認め られる。炉は住居のやや北壁 よりに設置され、平面形は径

32cmの 円形で、厚さ 8 cmの 焼土が堆積 していた。
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写17 H8号住居跡

‐‐
向
＝
Ｈ
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Ｈ
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ピ
‐‐

第28図 H8号 住居跡出土遺物実測図

番 号 器 種 器  形 法  量 厚 さ 部 位 色 調 焼成 備   考

縄文土器 体部 7.5YR6/8橙 色 良 雲母 。長石

組文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良 雲母 。長石

3 f嘔文土器 体部 2.5YR4/4に ぶい赤褐色 鰐1夕子 金雲母・長石

4 縄文土器 体 部 5YRl,7/1黒色 不良 雲 母

(単位 cm)

―-38-―

第11表  H8号 住居跡出土遺物観察表



H9号住居跡 (古墳時代 )

④

遺構 は G一 う-9グ リット付近 に位置す

る。南側には谷が形成されてお り、遺構の 3

分の 1は この谷へ崩れ落ちている。規模は残

存部で南北1.5m、 東西5.4mを測 り平面形は

残存部の形態から隅丸方形を呈 したと思われ

る。壁高は最大値で22cmを浪1り 、やや外傾 し

なが ら立ち上がる。また北壁及び西壁際には

周溝が巡 らされ、床面は貼床されている。ピッ

トは 1個確認でき住居跡の北東隅には隅九方

形状の土坑が認められた。カマ ドは北壁中央

に構築されてお り、比較的残 りのよい状態で

あった。両袖は火床を囲むように構築されて

お り、焚 口部分には石が使用されている。火

床に焼土・灰は認められなかった。

〇
|

旦  LI

1暗褐色 10YR3/3ローム粒・焼土多く含む

2暗褐色 2.5n3/4焼 土・炭化物多く含む

3黒褐色 10YR2/3ローム粒含む

4黒褐色 10n3/3ロ ーム粒・炭化物含む

5黒褐色 10n3/3ロ ーム粒・小石含む

6褐色  10m4/4ローム粒含む しまりなし

7褐色  10YR4/4自 色粒・焼土含む しまりなし

8暗赤褐色 5YR3/6焼土層 しまりあり

9暗褐色 10n3/4ロ ーム粒含む しまりあり

10暗褐色 10m3/3ロ ーム粒含む
梶島品

なし

0   (1:80)  2m

第29図  H9号 住居跡実測図
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写18 H9号住居跡
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写19 H9号住居跡遺物出土状態

亀 |
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を

,ヽ

メ  ́ ´

-40-一

写20 H9号住居跡



ヽ
1
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番  号 器  種 器 形 口径 底径 器高 調 整 考

1 土師器 甕 22.4 口縁横ナデ

外面体部ヘラ削り
残存率 破りl・ 焼成 良

色調 2.5YR6/6 橙色

土師器 杯 13.4 内画黒色処理  口縁横ナデ

外面底部 。体部ヘラ削り
残存率15% 焼成 良
色調 10YR3/2 黒褐色

土師器 甕 口縁横ナデ

外面体部ヘラ削り

残存率 回縁の一部  焼成
色調 5YR6/6橙 色   良

4 土師器 甕 口縁横ナデ

外面体部ヘラ削り

残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 2.5YR5/6明 赤褐色

土師器 甕 内画クシロ痕の残るヘラ削り
外面体部ヘラ削り

残存率 底部周辺 焼成 良
色調 5YR5/4に ぶい褐色

土師器 甕 内面クシロ痕の残るヘラ削り

外面底部ヘラ削り
残存率 底部周 焼成 良
色調 10YR8/4浅 黄橙色

土師器 甕 外面ヘラ削り 残存率 破片 焼成 良
色調 2.5YR5/4に 31い赤褐

8 土師器 甕 内画クシロ痕の残るヘラ削り

外面ヘラミガキ
残存率 体部の一部 焼成 良
色調 10R5/6 赤色

土師器 器 台 外面 ミガキ 残存率40% 焼成 良好
色調 7.5YR6/4に ぶい橙色

10 須恵器 椀 ロクロ調整 残存率25% 焼成良好
色調 7.5YR6/1灰 色

土師器 甕 内面横方向のヘラ削り

外面縦方向のヘラ削り
残存率70% 焼成 良好
色調 10m3/4暗 褐色

土師器 甕 内面クシロ痕の残るヘラ削り

外画縦方向のヘラ削り

残存率25% 焼成 良
色調 10YR3/4暗 褐色

(単位 cm) 第12表 H9号 住居跡出土遺物観察表
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H10号住居跡 (古墳時代 )

Cll

〇

LLI

◎ P3
Ш

I

02
01

01

ZI

◎

1黒褐色 10YR3/1自 色粒含む しまり粘性僅かにあり

2黒色  10YR2/1ローム粒・白色粒含む しまり粘性あり

3暗褐色 10YR3/4小石含む しまり粘性あり

4黒色  10YR2/1ローム粒。自色粒。焼土粒含む

5褐色  10n4/6自 色粒多量に含む

6黒褐色 10YR3/2ロ ーム粒。焼土粒含む しまり粘性あり

7赤褐色 2.5YR4/8焼土層 しまり粘性弱い

8黒色  10YR2/1 1-ム 粒多く含む しまり粘性あり

9黒褐色 10YR2/2し まり粘性あり
10黒褐色 10YR2/2焼土粒僅かに含む しまり粘性ややあり

11褐色  10YR4/6し まり粘性ややあり
12赤褐色 2.5m2/3焼 土層 しまりなし

707.500
0   (1:80)  2m

第31図  H10号住居跡実測図

遺構はC― て-15グ リット付近の緩斜面上に位置する。規模は残存部で南北2.8m、 東西4.lm

を測 り、平面形はやや隅丸の方形であったと思われる。壁高は床面から最大値で42cmを測 りほぼ

垂直に立ち上がる。床面は貼床されてお り、北西コーナーから西壁にわたって周溝が認められる。

ピットは 3個確認できたが、主柱穴であるかは確定できない。カマ ドは北壁のほぼ中央に構築さ

れてお り、比較的残 りのよい状態である。両袖は粘上で構築され、一部であるが煙道の天丼部 も

残存 している。火床には厚さ 4 cmの焼上が堆積 していた。

ZI

Σ I

―-43-
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第32図  H10号住居跡出土遺物実!員1図

第13表  H10号住居跡出土遺物観察表

番 「」
t

暑諄 千1Tl ,絆  ,形 口径 底 径 暑絆i喘 考

土師器 甕 13.6 口縁横ナデ

外面ヘラ削 り

残存率75% 焼成 良好
色調 7.5YR4/8赤 色

土師器 甕 口辺横ナデ 残存率10% 焼成 良好

色調 5YR7/6橙色

土師器 甕 口辺横ナデ 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 5YR4/2灰 褐色

4 土師器 甕 外画ヘラ削り 残存率 体部の一部 焼成 良
色調 2.5YR5/6明 赤褐色

土師器 杯 14。 4 内面黒色処理

底部ヘラ削り

残存率85% 焼成 良
色調 7,5YR7/8黄 橙色

(単位 cm)

-46-



H ll号住居跡 (古墳時代)

2   3   4

一

　

・
‐

B

H12 瘍

Ｂ
一

驀

‐

Ｌ

　
　

　

Ｏ
　
　
　
Ш

1黒褐色 10YR2/3炭化物含む しまりあり
2褐色  10YR4/4ローム粒・炭化物含む

3にぶい黄褐色 10YR5/3砂 質 ローム粒含む
4灰黄掲色 10YR4/31-1、粒含む しまりなし

5にぶい黄褐色 10YR6/3砂 質 ローム粒含む

6黒褐色 10YR2/3ロ ーム粒・炭化物含む

7暗褐色 10YR3/4灰 。焼土。炭化物含む

8明褐色 7.5YR5/6焼土層 灰含む
9黒褐色 10YR2/3灰・焼土・炭化物含む

0赤褐色 5YR4/6焼 土層 しまりあり
1にぶい黄褐色 10YR4/3ローム粒含む しまりなし

2暗褐色 10YR3/3Π ム粒含む
。詫ま

りややあり

0   (1:80) 2m

第33図  Hll号住居跡実測図

写25 H ll号 住居跡
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遺構はH一 こ-1グ リット付近の比較的平坦な台地上に位置する。規模は残存部で南JL3.5m、

東西2.2mを測 り、平面形は方形を呈 していたと思われる。壁高は最大値で15cmを 測 り、ほぼ垂直

に立ち上がる。床は貼床されてお り、西壁際には周溝が認められる。ピットは 3個確認でき、北

壁 よりに土抗が存在する。カマ ドは北壁に構築されてお り、僅かだが粘上で構築された袖が確認

できた。火床には灰 。焼土は認められなかった。

第34図  H ll号住居跡出土遺物実測図

(単位 cm) 第14表 H ll号住居跡出土遺物観察表

番  号 器  種 器  形 回径 底径 器高 整 考

上自市器 不 14.5 内1角iミ ガキ
ロ縁横ナデ 外面体部ヘラ削り

残rr率70% 焼成 良好

色調  5YR6/6橙 色

土師器 不 内面ミガキ。黒色処理

外面ヘラ削り

残存率40% 焼成 良好
色調 7.5YR5/4に ぶい褐色

3 土師器 杯 内面ミガキ

外面ヘラ削 り後ヘラミガキ
残存率20%焼成 良好
色調 7.5YR5/4に ぶい褐色

4 土師器 甕 内面ミガキ 残存率体部の一部 焼成 良

色調 7.5YR6/6橙 色

一-48-



H12号住居跡 (古墳時代)

1

2

3

4

5

6

7

暗褐色 10YR3/3コ ーム粒・炭化物含む
黒褐色 10YR2/2ロ ーム粒・炭化物含む
にぶい黄褐色 10m4/3焼土・炭化物多量に含む
黒褐色 10m2/3ロ ーム粒・焼土・炭化物含む
にぶい黄褐色 10YR4/3焼土・炭化物含む しまり粘性あり
暗褐色 10YR3/4し まり粘性あり
暗褐色 10m3/4コ ーム粒含む しまりあり
黒褐色 10YR2/3ロ ーム粒含む しまりあり
暗褐色 10YR3/41-ム 粒含む しまりあり
黒褐色 10YR2/2コ ーム粒含む しまりなし
赤7F7色  5YR4/6焼 土層 しまりなし
暗褐色 10YR3/4ロ ーム粒。焼土含む しまりややあり
にぶい黄褐色 10YR5/3焼土。暗褐色土含む しまりなし
黒褐色 10YR2/3焼土含む しまりなし
灰黄褐色 10YR5/2砂質 しまりなし
暗赤褐色 5YR3/6焼土層 しまり強い
暗褐色 10n3/31-ム粒含む しまりなし
にぶい黄褐色 10YR5/3砂 質 しまりややあり
暗褐色 10YR3/4ロ ーム粒含む
にぶい黄褐色 10YR5/3ロ ーム粒含む
にぶい黄トウ色 10YR6/3砂 質 ローム粒含む しまりなし
にぶい黄トウ色 10YR6/3砂 質 しまりなし

9 (Ti・T)am

~8

9

10

RI:

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

第35図  H12号住居跡実測図

遺構はH一 け… 2グ リット付近の比較的平坦な台地上に位置する。規模は南北5.3m、 東西4.6

mの 方形を呈する。壁高は最大値で28cmを

'員

1り 、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は貼床されてお り、

―-49-―
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第37図  H12号 住居跡出土遺物実測図
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番  号 器  種 器  形 口径 底 径 器 高 調 整 1: 考

土師器 26.7 内面ヘラミガキ

外面ヘラ削 り後 ミガキ

残存率95% 焼成 it好
色調  10YR6/41こ 』1いメiti登 色

土師器 不 口縁横ナデ 残存率10% 焼成 良好

色調 7.5YR6/6橙 色

土師器 外 口縁横ナデ 残存率10% 焼成 良好
色調 5YR6/6橙色

4 土師器 不 口辺横ナデ

外面体部ヘラ削 り

残存率20% 焼成 良好

色調 10YR8/3浅 策橙色

土師器 甕 口縁横ナデ

外面 ミガキ

残存率15% 焼成 良
色調 7.5YR6/8橙 色

土師器 甕 内面ヘラ ミガキ 残存率10% 焼成良好
色調 10YR7/3:こぶい黄橙色

土師器 杯 口縁横ナデ 残存率20% 焼成良
色調  5YR6/4に ぶい概色

土師器 甕 22.2 内面クシ痕の残 るヘラ削 り

外面体部ヘラ削 り

残存率80% 焼成 良
色調 5YR5/6明赤褐色

土師器 甕 21.8 外面 縦方向ヘラ削 り 残存率日縁の一部 焼成

色調 10Y5/8赤 色
良

10 土師器 甕 内面ヘラ削 り 残存率 破片 焼成 良好

色調 7.5YR4/4褐 色

土師器 甕 内面ヘラ削 り

外面 縦方向ヘラ削 り

残存率 破片 焼成 良

色調 2.5Y3/1黒 褐色

土師器 甕 内面ヘラ削 り

外面縦方向のヘラ削 り

残存率 破片 焼成 良好

色調 7.5YR7/8黄 橙色

13 土師器 甕 22.6 口縁横ナデ

外面縦方向のヘラ削 り

残存率85% 焼成 良好

色調 5YR6/6橙色

14 土師器 不 11.9

丸底

内面ヘラミガキ

ロ縁横ナデ 外面ヘラ削 り

残存率75% 焼成 良好
色調 7.5YR6/4に ぶい橙色

土師器 塔 13.2 内面ヘラミガキ

ロ縁横ナデ 外面ヘラ削 り

残存率40% 焼成 良好
色調 10YR7/4ι こぶい橙色

土師器 杯 内面ヘラ削 り

回縁横ナデ 外面ヘラ削 り

残存率85% 焼成 良好
色調 5YR5/6橙色

土師器 甕

丸底

外面ヘラ削 り 残存率底部のみ 焼成良

色調 10YR5/8赤 色

土師器 甕 内面ヘラ削 り

外面 。底部ヘラ削 り

残存率 底部のみ 焼成 良

色調 2.5YR4/6赤 褐色

土師器 甕 20.0 口辺横ナデ

外面体部縦方向・底部ヘラ削 り

残存率底部のみ 焼成 良好

色調 7.5YR7/4に ぶい橙色

20 土師器 甕 底部ヘラ削 り 残存率 底部のみ 焼成 良好

色調 10Y6/6明 赤褐色

土師器 甕 底部ヘラ削 り 残存率 底部のみ 焼成 良

色調5YR6/6橙色

(単位 cm)

―-54-一

第15表  H12号住居跡出土遺物観察表



H13号住居跡 (古境時代 )

卜
|

の
|

EEI

尽

∝
|

Ｂ
一
Ｌ
一 澤

Ｌ．・５ｂ彰″″

Ｏ

　

　

Ｚ

Ｋ

一

Ｊ

一

―

　

―
一

０

Ｂ

一

》
|

1褐色  10YR4/6ロームブロック・焼土・炭化物含む
2暗褐色 10m3/3ロ ーム粒・灰・焼土・炭化物含む
3暗褐色 10YR3/4ロ ーム粒・灰・焼土・炭化物含む しまりなし
4明赤褐色 5m5/6焼土層 しまりなし
5にぶい赤掲色 10YR5/3灰・焼土多量に含む
6褐色  10R4/6ローム粒含む しまりあり
7黄褐色 10YR5/6ロ ーム粒含む
8暗褐色 10YR3/3コ ーム粒含む しまりなし

703.200

o   (1:80)  2m

ぶい黄褐色 10YR4/3,―ム粒含む しまりなし
ぶい黄褐色 10YR5/3ローム粒含む しまりなし
褐色 10YR3/4ロ ーム粒・炭化物含む しまりなし
褐色 10n3/3焼土含む しまりなし
ぶい黄褐色 10YR4/3焼土含む しまりなし
褐色 10YR2/31-ム 粒。自色粒含む
褐色 10n3/41-ム 粒含む しまり粘性あり

第38図  H13号住居跡実測図
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703.200

0   (1:80)2m

第39図  H13号住居跡カマ ド実測図

また堀方状態で主柱穴付近に 2～ 3個のビットが切 り合 う

居跡は少な くとも2回以上の建て替えがあったものと考え

遺構はH― し-2グ リット付近の

比較的平坦な台地上に位置する。規

模は南北6.9m、 東西6.6mを測 り、

平面形は方形を呈する。壁高は最大

値で45cmを濃1り 、ほぼ垂直に立ち上

がる。床面は張床されてお り、壁際

には周溝が巡 らされている。ピット

は床面上で 9個確認でき、このうち

Pl～ P4は主柱穴である。北西隅

には土坑が認められる。カマ ドは北

壁中央に構築されてお り両袖は粘土

で作 られている。火床は壁からやや

内側に位置 し、厚さ10cmの焼土が堆

積 していた。煙道は火床から立ち上

が り、壁から80cm外へのびている。

ように確認できたことから、H13号住

られた。

珍
旦

E      F

写30 H13号 住居

―-56-―
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第40図  H13号住居跡出土遺物実測図



番 号 器 種 器  形 口径 底径 器高 調 整 備 考

土師器 不

丸底

内面暗紋  口縁横ナデ

外面体部ヘラ削 り

残存率85% 焼成 良好
色調 10YR5/3に ぶい黄褐色

土師器 甕 口縁 ミガキ 残存率 口縁の一部  焼成
色調 7.5YR5/61● 色  良好

土師器 甕 内面クシロ痕の残るヘラ削り

外面・底部ヘラ削 り

残存率 底部のみ 焼成 良
色調 10YR7/4に ぶい黄橙色

4 土師器 甕 口縁横ナデ

外面横方向のヘラ削り

残存率15% 焼成 良好
色調 5YR4/4に ぶい赤褐色

須恵器 不 明 底部ヘラ削 り 残存率 底部周辺 焼成 良
色調 7.5Y4/1褐 灰色

土師器 不 内面黒色処理及び ミガキ

底部ヘラ削り

残存率35% 焼成 良好
色調 7.5YR5/8黄 橙色

土師器 甕 口縁横ナデ

外面ヘラ削り

残存率85% 焼成 良
色調 5YR6/6橙 色

土師器 甑 外画ヘラ削り 残存率体部の一部 焼成 良好

色調 10YR7/3に ぶい黄橙色

土師器 甑 外画ヘラ削 り 残存率15% 焼成 it好
色調 10YR7/3に ぶい黄橙色

(単位 cm) 第16表 H13号住居跡出土遺物観察表

隋魃
写33 H13号 住居跡出土砥石・臼玉
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H14号住居跡 (古墳時代 )

Ｄ
一 1黒褐色 10YR3/2焼土粒含む しまり粘性あり

2暗褐色  10YR3/3白 色粒・焼土含む しまり粘性なし
3赤褐色  10YR4/6焼土層 黒色土フi゙ック含む
4赤色  5YR4/8 しまりなし
5黄褐色 10YR5/8白 色粒含む しまりあり

704.650
0   (1:80)  2m

第41図  H14号住居跡実測図
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写34 H14号 住居跡



遺構はE― と-3グ リット付近の緩斜面上にlL置 する。規模は残存剖
`で

南北1 5nl、 メ〔llL 3 3nl

を測 り、平 1白 i形 は隅丸方形を呈したと思、われる。壁高は最大値で30cmを 測 り、やや外傾 しなが ′)

立ち上がる。床 1面 は堅 く、東壁に沿って用溝が認められる。ヒットは北壁沿いに 4イ 1司 確認できた。

カマ ドは北壁の東よりに構築されており、Wi袖 の状態は良好で、粘上で構築されている。火床は

厚さ 6 cmの 焼土が堆積 しており、煙i直 は火床から立ち 11が り、壁から外へ80cmの びる。

蝠

鶴

111  . ||| ‐ |

|｀   IFIIII I■ ■■  ‐   |
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 ‐11    1.1‐ |‐

r'メ 36  1114)j^(|:サ 111ル li llll
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H15号住居跡 (古墳時代 )

①

901.800
0   (1:80)  2m

第42図  H15号住居跡実測図

遺構はF一 と-9グ リット付近に位置する。調査規模は残存部で僅かに南北1.Om、 東西3.2m

を測る。壁高は 5 cmで ある。床面は堅 く北壁から西壁にかけて周溝が見 られる。ピットは 2個確

認でき、床面の東よりに焼土が認められた。

註鳩

写37 H15号 住居跡

―-62-



H16号住居跡 (古墳時代 )

~%蒻
勿蒻″

~

1黒褐色± 10YR2/3口 !、粒・

炭化物含む

71)(;600

0   (1:8())  2 nl

第43図  H16号 住居跡実測図 写38 H16号 住居跡遺物出l Jl状態

遺構はH一 き-10グ リット付近に位置 し、台地の北端にあたる。遺構は 3分の 2が谷に崩れ落

ちており、調査規模は南北0.8m、 束■l‐ 3.7mと 僅かである。壁高は最大で 6 cmを 浪1る 。

一好

島
⑬
濾

写39 H16号 住居跡

―-63-一
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番  号 器 種 器 形 口径 底径 暑詈「彗 調 整 備 考

1 土師器 甕 画

面

内

外
刷毛目

刷毛目

残存率20% 焼成 良好
色調 10YR4/2灰 黄褐色

④

(単位 cm)

H17号住居跡 (平安時代 )

第44図  H16号 住居跡出土遺物実測図

第17表  H16号住居跡出土遺物観察表

9 (Tl・ 響)am
黒褐色 10YR2/2ロ ーム粒。赤色粒含む しまりあり
黒7じ 色 10YR2/3ロ ーム粒・焼土・炭化物含む
黒褐色 10YR2/3ローム粒。炭化物含む

ｎ

Ｖ

Ｐ ２

」一
（〔〕）Ｐ３

◎

Ｏ

Ｐ ４

Ｋ
一　
二

△
£

・ ()。
襲

　

Ｊ
・
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第45図  H17号住居跡実測図



遺構はD一す-14グ リット付近の緩斜面上に位置する。遺構は多くのピットと重複関係にあり、

床面の多 くを切 られる。規模は残存部で南北3.9m、 東西3.lmを 測 り、平面形は隅丸方形を呈 し

たと思われる。壁高は最大値で15cmを 測 り、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は堅 くしまり、床面中

央付近に焼土の分布が見 られた。カマ ドなどの施設は認められなかった。

写40 H17号 住居跡

―-65-
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第46図  H17号住居跡出土遺物実:員1図

番  号 器 種 器  形 口径 底径 器高 調 整 備 考

土師器 杯 13.0 残存率 口縁の一口; 焼成 良

色調 5YR5/8明赤褐色

土師器 甕 20.8 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/4に ぶい褐色

土師器 甕 残存率 体部の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/4にぶい褐色

4 上師器 甕 口縁横ナデ 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR4/6褐 色

須恵器 甕 残存率 口縁の一部  焼成

色調 7.5YR5/6明 褐色  良

土師器 不 内面黒色処理

底部ヘラ削り

残存率 底部 焼成 良

色調 7.5YR7/8粛 tオ登色

土師器 甕 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/6に ぶい橙色

土師器 甕 口縁横ナデ 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR2/3嗜 褐色

土師器 甕 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/6に ぶい橙色

土師器 甕 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 5YR4/3に ぶい赤掲色

第18表 H17号住居跡出土遺物観察表

一…66-―

(単位 cm)



H18号住居跡 (平安時代)

Qd
1黒褐色 10YT2/2ローム粒。ローνヅロク含む

しまりあり
2黒褐色 10YR2/2ロ ーム粒・焼土・炭化物含む

3黒褐色 10YR2/3口
「

ム粒。炭化物含む
4黒褐色 10m2/3ロ ーム粒。ロームブロック含む

しまりなし

濾
」

    |

ヾ
仏

01

706.400

0   (1:80) 2m

第47図  H18号住居跡実測図

遺構はD―せ -14グ リット付近の調査区東端の緩斜面上に位置する。遺構の西側は調査区外 と

なる。調査規模は南北2.4m、 東西2.lmと 実際の 4分の 1程度の調査面積にとどまった。壁高は

床面から最大値で20cIIlを 測 りほぼ垂直に立ち上がる。床面は堅 くしまり、一部に焼土が認められ

た。 ピットは 4個確認でき、北東隅のP3か ら、ほぼ完形の灰釉陶器が出土 した。

Ｚ
　

　

Σ

VI

つ
　
　
　
一
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写41 H18号 住居跡
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第48図  H18号 住居跡出土遺物実測図

第19表  H18号住居跡出土遺物観察表

番  号 器  種 器  形 口径 底 径 器高 調 整 備 考

1 灰釉

陶器

高台

付塔

13.2 底部 回転糸切 り

高台張 り付け

残存率98% 焼成良好

色調 2.5YR3/2灰 白色

土師器 甕 口縁横ナデ 残存率15% 焼成 良
色調 5YR2/3暗 赤褐色

土師器 不 底部回転糸切り 残存率底部のみ 焼成 良

色調 10YR2/2黒 褐色

土師器 甕 口縁横ナデ 残存率 口縁の一部 焼成良好

色調 7.5YR6/4に ぶい橙色

須恵器 甕 外面 自然釉付着 残存率破片 焼成 良好

色調 7.5YR4/3褐 色

土師器 甕 口縁横ナデ 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR6/4橙 色

■自市暑S 不 底部ヘラ削り

内面黒色処理

残存率底部 焼成 良好

色調 7.5YR6/6橙 色

(単位 cm)
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H19号住居跡 (平安時代 )

Ａ
一

Ml

1黒褐色 10YR2/3
ローム粒含む

2黒褐色 10YT2/2
0-ム粒・軽石含む

3黒褐色 10YR2/3
ローム粒。炭化物含む

4にぶい黄褐色 10YR4/3

ローム粒・含む
5黒褐色 10YR2/3

焼土・炭化物含む
6にぶい黄褐色10YR4/3

砂質 しまりなし
7黒褐色 10YR2/2

1-ムフ
゛
ロック含む

8黒褐色 10YR2/3
ローム粒・焼土・炭化物含む

9暗褐色 10YR3/3
ローム粒多く含む

706.600

0  (1:80) 2m

第49図  H19号住居跡実測図
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写42 H19号 住居跡



遺構はD― こ-18グ リッド付近に位置する。遺構はMlと 重複関係にあり西壁の上面を切 られ

る。また北東隅は調査区外となる。調査規模は南北4.2m、 東西3.8mを測る。平面形は隅九方形

を呈 したと思われる。壁高は床面から最大値で45cmを測る。また北壁及び西壁には周溝が認めら

れる。床面は貼床されてお り、中央付近には拳大の石が多 く見 られた。ピットは床面上で 3個確

認でき、南西壁際に楕円形の土抗が認められた。

写43 H19号 住居跡堀方

/
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第50図  H19号住居跡出土遺物実測図
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番  号 器 FITl 暑尋 ′杉 口 径 底 径 器高
夕
り

」i由 i口 ,評 不 13.0 内山|′ユヽ色処理I!

底部回転糸切 り

残存率60% 焼成 ltク r

色調 10YR3/3浅 黄橙色

土師器 不 残存率 口縁の一部  焼成

色調 5YR4/8赤褐色  良好

」二自雨暑: 不 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/3に ぶい褐色

4 土師器 甕 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 5YR4/6赤褐色

須恵器 不 外面タタキ痕 残存率 破片 焼成良好

色調 5Y5/1灰色

土師器 不 13.5 内面黒色処理1

底部回1ほ糸切 り

残存率60% 焼成 lt好
色調 10YR7/3に ぶい黄色

須恵器 外 残存率 破片 焼成 良好

色調 7.5Y4/1灰 色

土師器 不 残存率 破片 焼成 良好

色調 7.5Y4/4褐 色

須恵器 不 残存率 破片 焼成 良好

色調 5Y5/1灰色

10 土師器 甕 体部 ヘラ削り 残存率 破片 焼成 良

色調 5YR4/6赤褐色

土師器 不 内面黒色処理

底部回転糸切 り

残存率 底部の一部 焼成 良

色調 10YR4/6褐 色

土師器 杯 内面黒色処理

底部回転糸切 り

残存率 底部のみ 焼成 良

色調 5YR6/6橙色

土師器 ネ 底部 ヘラ削り 残存率底部の一部 焼成 良

色調 7.5YR7/4に ぶい橙色

14 土師器 不 底部回転糸切 り 残rF率 底齢Sのみ 焼成 良

色調 7.5YR7/3に ぶい橙色

(首iti  cm) 第20表 H19号住居跡出土遺物観察表
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H20号住居跡 (平安時代 )

Cll

0_|

n躁

刊Ю魃
1黒褐色 10YR2/3耕作土

2黒褐色 10YR2/2ロ ーム粒。ロームフロ゙ック含む

3黒褐色 10YR2/3ロ ーム粒・ロームブロック含む しまりあり

4褐色  10YR4/6ローム粒。ロームブロック・軽石含む

5黒褐色 10m2/2ロ ーム粒含む しまりなし

6暗褐色 10YR3/3ロ ーム粒含む しまりなし

7黒褐色 10YR2/3焼 土・炭化物多量に含む

8黒掲色 10YR2/3焼 上。炭化物含む

9黒褐色 10YR2/2ロ ーム粒含む しまりあり

10黒褐色 10m2/3ロ ーム粒含む しまりあり

ZI

Σ I

JI

Ｈ
一

Ｇ
一

Ｂ
一

Ａ
一

YI

つ
|

５６颯
Ｅ
一

crDI

卜
|

∽
|

卜
|

706.100

o   (1:80)  2m

Ｑ
一
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第51図  H20号住居跡実測図



遺構はD一 け-20グ リット付近に位置する。規模は南北3.7m、 東西2.8mを ,員 1り 、平面形は隅

丸方形を呈する。壁高は床面から最大値で1lcmを 測 り、やや外傾 しながら立ち上がる。床面は貼

床されてお り、ピットは 6個確認できた。主柱穴は東西壁際に掘 り込まれたPl◆ P4であると思

われ、住居の南東隅には円形の土抗が認められた。カマ ドは北壁中央のやや東よりに構築されて

おり、袖部及び煙道天丼部には多くの石が使用され良好な状態を示 していた。火床には厚さ16cm

の焼土が堆積 していた。

写44 H20号 住居跡

写45 H20号 住居跡カマ ド

―-73-

写46 H20号 住居跡カマ ド
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第52図  H20号 住居跡出土遺物実!貫1図
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番  号 器  種 暑静  澤多 口径 底 径 器 高 整 考

1 土師器 鉢 20.0 底部ヘラ削 り 残存率40% 焼成 良好
色調 2.5YR4/3暗 赤掲色

土師器 甕 23.8 口縁横ナデ

外面体部縦方向のヘラ削り

残存率30% 焼成 良

色調 5YR3/2暗 赤褐色

土師器 甕 23.6 日縁横ナデ

外面体部縦方向の横ナデ
残存率35% 焼成 良
色調 5YR6/6橙色

4 土師器 不 残存率30% 焼成 良好
色調 2.5YR5/8暗 赤褐色

土師器 甕 残存率25% 焼成 良好
色調 7.5YR4/4褐 色

土師器 杯 残存率25% 焼成 良好
色調 7.5YR6/4に ぶい橙色

土師器 杯 19.6 内面。外面ヘラミガキ 残存率口縁の一部 焼成良好
色調 10YR7/4に ぶい黄橙色

土師器 杯 10.0 底部回転糸切り 残存率 85% 焼成 良好
色調 10YR7/3に ぶい黄橙色

土師器 杯 10.0 底部回転糸切 り 残存率100% 焼成 良好

色調 10YR7/3に ぶい黄橙色

10 土師器 杯 底部回転糸切 り 残存率30% 焼成 良好
色調 5YR5/6明赤褐色

土師器 高台
付塔

底部回転糸切り後高台張り付け 残存率25% 焼成 良好
色調 5YR6/8橙 色

土師器 甕 残存率 口縁の一部  焼成
色調 5YR5/8明赤褐色 良好

土師器 甕 残存率 口縁の一部  焼成
色調 7.5YR5/5橙 色  良好

14 土師器 甕 残存率 口縁の一部  焼成

色調 7.5YR6/6橙 色  良好

土師器 甕 残存率口縁の一部 焼成良好

色調 5YR5/4に ぶい赤褐色

土師器 坪 底部回転糸切り

内面黒色処理

残存率15% 焼成 良好
色調 2.5YR6/8橙 色

土師器 甕 残存率 口縁の一部  焼成

色調 7.5YR5/6明 褐色 良好

土師器 甕 残存率 回縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR6/6橙 色

須恵器 甕 残存率 日縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/3に ぶい褐色

(単位 cm)
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第21表 H20号住居跡出土遺物観察表



番  号 器  種 器  形 口径 底 径 器高 調 整 備 考

20 須忠器 甕 残存率 口縁の一部  焼成

色測l N3/0晴 灰色  it好

土師器 甕 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/3に ぶい褐色

22 土師器 高台

付杯

底部回転糸切 り

高台張 り付け

残存率 底部のみ 焼成 良好

色調 10YR7/4に ぶい黄橙色

」二自市暑詈 不 底部回転糸切 り 残存率 底部のみ 焼成 良好

色調 10YR7/4に ぶい黄橙色

」二自

"暑

昌 甕 内面ヘラ削り 残存率 体部の一部 焼成 良

色調 7.5YR3/3暗 褐色

土師器 杯 底部ヘラ削り 残存率20% 焼成 良好
色調 7.5n6/4にぶい橙色

須恵器 高台

付不

高台張 り付け 残存率15% 焼成 良好
色調 N5/0灰色

土師器 杯 底部ヘラ削り 残存率15% 焼成 良
色調 2.5YR5/8暗 赤褐色

土師器 不 底部回転糸切 り 残存率15% 焼成 良好

色調 7.5YR6/6橙 色

土師器 甕 22.2 外面縦方向ヘラ削 り 残存率25% 焼成 良好
色調 7.5YR5/4に ぶい褐色

30 須恵器 甕 残存率 体部の一部  焼成

色調 7.5YRl,7/1   良好

土師器 甕 残存率 体部の一部  焼成

色調 5YR6/8橙 色   良好

土師器 甕 外面体部縦方向のヘラ削り 残存率 体部の一部  焼成

色調 7.5YR6/6橙 色  良好

土師器 甕 外面体部縦方向のヘラ削り 残存率 体部の一部 焼成 良

色調 7.5YR6/4に ぶい橙色

34 土師器 甕 外面体部縦方向ヘラ削り 残存率 体部の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/3に ぶい褐色

(単位 cm) 第22表 H20号住居跡出土遺物観察表
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H21号住居跡 (平安時代)

‐躙屁総輻赳゙‐

〓
　
　
　
　
　
　
　
０

1黒褐色 10n3/2ロ ーム粒・小石多く含む しまり粘1性あり
2黒褐色 10YR3/2ロ ーム粒・炭化物多量に含む しまり粘性あり
3黒褐色 10YR2/1炭化物・粘土粒含む しまりややあり
4褐色  10YR4/6焼 土・炭化物多く含む しまり粘性あり
5褐色  10YR4/6自 色粒含む しまり粘性あり
6褐色  10YR4/6大 粒の焼土粒含む しまりなし
7黒褐色 10YR2/2ロ ーム粒含む しまりなし

0___(1:80)」
 m

第54図  H21号住居跡実測図
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写47 H21号 住居跡



遺構はD― お-17グ リット付近の緩斜面上に位置する。規模は残存部で南北2.lm、 東西1.5m

を測 り、平面形はやや隅丸の方形を呈 したと思われる。壁高は最大値で20cmを 測 り、ほぼ垂直に

立ち上がる。床面は凹凸が激 しく、北西隅には土抗が認められる。カマ ドは中央からやや東より

に構築されてお り、両袖は僅かに粘土が残存 していた。また火床には厚 さ16cmの 多量な焼土が堆

積 していた。

写49 H21号 住居跡カマ ド

ー 79-一

写48 H21号 住居跡遺物出土状態

写50 H21号 住居跡遺物出土状態
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第55図  H21号住居跡出土遺物実測図

番 号 暑尋  不重 器 形 口径 底径 器高 調 整 備 考

土l自市暑尋 高台
付塔

底部糸切り後に高台張り付け 残存率90% 焼成 良
色調 5YR7/8橙 色

土師器 不 底部回転糸切 り 残存率25% 焼成 良好
色調 5YR6/3に ぶい橙色

土自市器 高台

付杯

内面黒色処理・暗紋 残存率35% 焼成 良
色調 5YR7/4に ぶい橙色

4 土師器 高台

付不

底部回転糸切り後高台張り付け 残存率70% 焼成 良
色調 7.5YR6/7橙 色

土師器 杯 10。 3 底部回転糸切 り 残存率100% 焼成 良好
色調 にぶい橙色

上師器 坪 底部回転糸切 り 残存率90% 焼成 良
色調 7.5YR7/3に ぶい橙色

(単位 cm) 第23表 H21号住居跡出土遺物観察表
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H22号住居跡 (平安時代 )

Q/

―

剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

Ｂ
一

Ａ
一

Ｅ
一

工
|

三雨聾

`)竃

ン三
〇

|

一
　
ｑ

コ

〈

榊

Ψ

ｇ

釧

1暗褐色 10YR3/3自色粒・焼土含む しまり粘性あり
2黒褐色 10YR3/2焼土。炭化物含む しまり粘性なし

:3駆 撒 曾藝 晉]:11:i:ij:lil:1'り 9顆 神

6明赤褐色 2.5YR5/8焼土層 よく焼け硬質化している

7明赤褐色 2.5YR5/8ロ ーム粒・炭化物多量に含む しまりなし
第56図  H22号住居跡実測図

遺構はC一 た-16グ リット付近の緩斜

面上に位置する。規模は残存部で南北1.4

m、 東西3.4mを測る。壁高は42cmを濃1り

外傾 しなが ら立ち上が る。床面 は堅 く

ピットは 4個確認できたが、これが主柱

穴 とは確定できない。カマ ドは北壁の東

よりに構築されてお り良好な状態である。

袖部は内面壁にあたる部分に扁平な石を

利用 し壁面 として外側を粘土で覆ってい

る。火床に焼土・灰は認められなかった。
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写51 H22号 住居跡
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了

第57図  H22号住居跡出土遺物実浪1図

番  号 器  種 器  形 口径 底 径 器高 調 整 備 考

土師器 高台

付杯

10,3 内面暗紋・黒色処理

底部回転糸切り後高台張り付け
残存率100% 焼成 良
色調 2.5Y2/1黒 色

土師器 不 底部回転糸切り 残存率底部の一部 焼成 良
色調 10n4/2灰 黄褐色

土師器 甕 14,8 内面黒色処理

底部ヘラ削り
残存率100% 焼成 良
色調 5YR6/8橙色

4 土師器 甕 外面体部縦方向ヘラ削り 残存率口縁の一部 焼成 長
色調 5YR6/6トウ色

須恵器 甕 残存率 体部の一部  焼成
色調 2.5Y2/1黒 色  不良

土師器 甕 底部 。外面ヘラ削り

内面黒色処理

残存率 底部 焼成 良

色調 2.5YR5/6明 赤褐色

土師器 高台

付杯

底部回転糸切り

高台張 り付け

残存率20% 焼成 良
色調 7.5YR7/4に ぶい橙色

土師器 甕 口縁横ナデ 残存率口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR2/3暗 褐色

第24表 H22号住居跡出土遺物観察表
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(単位 cm)



23号住

⑦
居跡 (平安時代 )

」
|

0_|

監
Ｂ
一

〇
|

ZI

Σ I

YI

⊃
|

一
|

工
|

鞣饉

∞爬

〇|       
｀``

1黒褐色 10YR2/2ロ ム粒含む

2にぶい黄7FJ色  10YR4/3砂質 しまりなし

3黒褐色 10YR2/3口 !、粒含む
4にぶい黄褐色 10YR5/3砂質 しまりなし

5暗褐色 10YR3/3ローム粒含む しまりなし

6黒褐色 10YR2/3ローム粒含む しまりなし

7黒褐色 10YR2/3ローム粒 しまりややあり

8褐色  10YR4/4砂質 しまりなし

Ｅ
一

Ｆ
一

T明

颯 魏

704.700

o   (1:80)  2111

第58図  H23号住居跡実測図

写56 H23号 住居跡
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遺構はG一 お-4グ リットに位置する。遺構はTa2と 重複関係にあり西壁を切 られる。東壁

は調査区外 となる。壁高は最大値で26cmを 測 り、やや外傾 しなが ら立ち上がる。床面は一部に堅

い面が認められ、ピットは 6個確認できた。

｀
｀
ヽ
、
、
、、ヽ__――――――」[三二二三二IIIニラ

フ

`チ

`′

フ 0

ワ
′ 12

7

―-85-一

第59図  H23号住居跡出土遺物実測図



番  号 器  極 器  形 口径 底 径 ,SIt 整 考

1 土師器 饗 外 irli・ 底劇Sヘ ラ削り 残存率80% 焼成 lt
色調 7.5YR7/3に ぶい橙色

土師器 高塔 脚部張り付け 残存率65% 焼成 良好
色調 10YR7/3に ぶい黄橙色

土師器 杯 底部回転糸切り

内面黒色処理

残存率 底部のみ 焼成 良好

色調 5YR5/6明赤褐色

4 土師器 不 底部回転糸切 り 残存率 底部のみ 焼成 良好

色調 7.5YR6/4に ぶい橙色

土師器 不 底部ヘラ肖りり

内面黒色処理

残存率 底部の一部  焼成

色調 7.5YR6/6橙 色  良好

土師器 饗 外画縦方向撫で 残存率 底部のみ 焼成 良好

色調 5YR5/3に ぶい赤褐色

土師器 甕 外面ヘラ削り 残存率25% 焼成 良

色調 5YR4/2灰 褐色

土師器 高杯 外部研き 残存率 口縁の一部  焼成

色調 7.5m4/8赤 色  良好

土師器 高坪 残存率20% 焼成 良好
色調 10YR5/4赤 褐色

10 土師器 甕 残存率口縁の一部 焼成

色調 5YR6/6橙トウ色

良

土師器 甕 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR7/4 にぶい橙色

土師器 不 口縁横撫で 残存率 口縁の一部  焼成

色調 10YR2/3黒 褐色 良好

土師器 不 残存率 口縁の一部 焼成 良

色調 7.5YR5/4に ぶい褐色

土師器 甕 20.8 内面ヘラ研き

外面くし目

残存率 口縁 焼成 良好

色調 10YR7/4に ぶい黄橙色

第60図  H23号住居跡出土遺物実i貫1図

(単位 cm)
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第25表 H23号住居跡出土遺物観察表



閣
Ｑ

困
４３軋

第 2節 竪穴状遺構 (Ta)

号竪穴状遺構

∩
|

HI 二           9   (1180) am
l暗褐色 10YR3/4ローム粒・軽石10cm大含む
2褐色  10YR4/4砂質 しまりなし

3暗褐色 10YR3/4ロ ーム粒含む しまりなし

4褐色  10YR4/4ロ ーム粒含む しまりなし

第61図  Tal号竪穴状遺構実測図

遺構はG― き-5グ リット付近に位置する。南西隅は調査区外 となる。規模は南北3.7m、 東西

2.8mを 測 り、平面形は隅丸長方形を呈する。壁高は79cmと 深 くほぼ垂直に立ち上がる。底面はじ

まりがな く砂地状である。 ピットは壁外に 4個確認できた。

―-87-―

写57 Tal号竪穴状遺構



丁a2 穴状遺構

1暗褐色 10YR3/3ローム粒含む しまりなし
2黒褐色 10YR2/2ローム粒含む しまりなし
3褐色土ЮWもしま

η争|∬)2P
第62図 Ta2号竪穴状遺構実測図

遺構はG一 か-5グ リット付近に位置する。遺構はH23と 重複関係にありH23の西壁を切る。

規模は南北5.4m、 東西3.3mを ,員1り 、平面形は隅丸長方形を呈する。壁高は最大値で48cmを 測 り

外傾 しながら立ち上がる。底面はしまりがなく砂地状である。ピットは壁外に3個確認できた。

写58 Ta2号竪穴状遺構

―-88-―
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/5工lP3

P7  ‐

Pl

Ta 3号竪穴状遺構

1黒褐色 10YR2/2ローム粒含む しまりなし
2黒褐色 10m2/31-ム 粒含む
3にぶい黄褐色 10YR4/3軽石3～ 8cm大含む しまりなし

704.80

9   (1180) 2:m

第63図 Ta3号竪穴状遺構実測図

遺構はG― く-3グ リット付近に位置する。遺構はTa4と 重複関係にあり、南西隅を切 られる。

またカクランによって遺構の中央を幅1.2m、 深さ40cmに わたって破壊されている。規模は南北3.4

m、 東西3.6mを測 り、平面形は方形を呈する。壁高は最大値で23cmを 測る。床面は堅 く、ピット

は壁際に巡らすように16イ固認められた。このうち主柱穴は、遺構のコーナーに掘 り込まれたP10

P70P9。 P12であると思われる。

―-89-一



写59 Ta3号竪穴状遺構

―-90-―

写60 Ta3号竪穴状遺構



丁a4号竪穴状遺構

QI
黒褐色 10YR2/3ローム粒・ロームフロ゙ック多く含む

黒褐色 10YR2/3ローム粒・ロームブッロク含む

暗褐色 10YR3/3ローム粒多く含む しまりなし

褐色  10YR4/4ロ ーム土主体 しまりなし

705.000
0   (1:80) 2m

第64図 Ta4号竪穴状遺構実測図

遺構はG一 く-4グ リット付近に位置する。遺構はTa3と 重複関係 にあ りTa3の 南西隅を切

り、西半分は調査区外 となる。調査規模は南北 4。 2m、 東西2.2mを測 り、平面形は隅丸方形を呈

すると思われる。壁高は最大値で31cmを測 り、やや外傾 しながら立ち上がる。床面は堅 くしまり、

ピットは 2個確認できた。

-91-

写61 Ta4号竪穴状遺構



丁a5号竪穴状遺構

遺構はG一 か-3グ リッ

ト付近に位置する。遺構の

東側は調査区外 となる。調

査 規模 は南北4.9m東 西

4.9mを測 り、平面形は隅丸

方形 と思われる。底面はじ

まりがなく砂地1大である。

ピットは 3個確認でき、底

面中央付近に長方形の堀 り

込みがみられた。

1黒褐色  10m2/2ローム粒含む
2にぶい黄褐色 10YR4/3砂質 暗褐色土含む しまりなし

705.200

9   (1180) am

第65図 Ta5号竪穴状遺構実測図

―-92-―

写62 Ta5号竪穴状遺構



丁a6号竪穴状遺構

Ａ
一

CI

B HI

699.700

o   (1:80) 2 nl

第66図 Ta6号竪穴状遺構実測図

遺構はF一 く-9グ リッ

ト付近に位置する。規模は

残存部で南北2.4m、 東西

3.8mを 測 り、平面形 は隅

丸の方形であったと思われ

る。壁高は最大値で32cmを

測る。床面は地山が粘土質

のため堅 くしまっている。

ピットは 4個確認できた。

澳
颯 颯 ⑫ 鯰 鯰 咆 嘲

'GI

Ｆ
一

晰麟

一-93-一

写62 Ta6号竪穴状遺構



丁a7号竪穴状遺構

⑥

10YR3/3ローム粒。軽石含む しまりなし

702.700

■  (1:80) 21m

第67図  Ta7号 竪穴状遺構実測図

遺構は F一 く-20グ リット付近の平坦な台地上に位置する。規模は南北4.4m、 東西2.8mを浪1

り、平面形は長方形を呈する。壁高は最大値で48cmを 測 りほぼ垂直に立ち上がる。床面は堅 くし

まり、ビットは認められなかった。

∩
|

Ｂ
一

暗褐色

０
　

　

１
Ｂ

一

―-94-―

写64 Ta7号竪穴状遺構



丁a8号竪穴状遺構

第68図  Ta8号 竪穴状遺構実測図

遺構は F― こ-20グ |リ ッド付近の平坦な台地JL端に位置しており、遺構の半分は谷に落ちている。

残存規模は南JL2.3m、 東西4.8mを 測 り、平 1白 i形 は長方形を呈 したと思われる。壁高は最大値で

48cmを 測 りやや外傾 しながら立ち上がる。床面は堅 く平lHである。ビットは認められなかった。
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釉
鸞
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Ta 9号竪穴状遺構

1黒褐色  10YR2/3焼土塊・炭化物多量に含むしまり粘性あり
2黒掲色  10YR3/2焼上粒。自色粒含む しまり粘性あり
3暗 187色  10R3/3炭化物・自色粒僅かに含む
4 1EI色   10YR4/6U― ムブロック・B音褐色土ブロック含む

第69図 Ta9号竪穴状遺構実浪1図

遺構はC一 こ-18グ リット付近の緩斜面上に位置する。規模は斜面下狽1の ほとんどが失われた

状態で東西9.Om、 南北0.9mを 測る。壁高は北壁で最大26cmを 測 り、やや外傾 ぎみに立ち上がる。

床面は堅 くしまってお り、北壁に沿って多 くの石が認められた。また石の下部には10イ国のピット

が確認でき、遺構全体のビット数は14個 を数える。
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写66 Ta9号竪穴状遺構
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丁a10号竪穴状遺構
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第70図  Talo号竪穴状遺構実測図
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写68 Ta10号 竪穴状遺構



遺構はC― お-18グ リット付近の緩斜面上に位置する。遺構の北東隅及び南西隅は調査区外 と

なる。規模は調査規模で東西5.8m、 南北1.8mを 測る。壁高は31cmを 測 り、僅かに外傾 しながら

立ち上がる。北壁沿いには 2段のテラスをもち、多くのピットが周囲を巡 らすように堀 り込まれ

ている。また床而は堅 くしまっており、壁際のピットを含め、29個 のビットが認められた。

Tall号竪穴状遺構

⑤ 遺構はC一 て-14グ リット付近の緩斜面

上に位置する。規模は残存部で東西1.5m、

南北84cmを 測る。平i師形は隅九方形を呈 し

たと思われる。壁高は最大値で 8 cmを 測る。

床面は堅 くしまり、平坦な面を持つ。ビッ

トは認められなかった。

708 70(〕

o   (1:80) 2 nl

Tall号竪穴状遺構実測図
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ギ
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丁a12号竪穴状遺構

706.900

0   (1:80) 2m

第72図  Ta12号竪穴状遺構実測図

遺構はD一 き-17グ リット付近の緩斜面上に位置する。遺構の北側は調査区外となる。規模は残

存部で東西1.6m、 南北96cmを 測る。平面形は隅丸方形を呈 したと思われる。壁高は 9 cmと 浅 く、

やや外傾 ぎみに立ち上がる。床面は堅 くしまり、 4個のピットが認められた。また北東隅には土

坑が確認できた。
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写70 Ta12号 竪穴状遺構



第 3節 堀立柱建物跡 (F)

▲◎ ◎《そこと二)旦
⑥ 遺構はF一 あ-3グ リットに位

置 し、 2間 × 2間の総柱建物跡で

ある。柱穴は径60cm前後の円形を

呈 し、i架さはPl-36cm、  P2-40

cm、  P3-32cm、  P4-42cm、  P5

-24cm、 P6-46cm、 P7-40cm、 P

8-41cm、  P9-49cmを 測る。

写71 Fl号掘立柱建物跡

◎ ユ
Ｏ
Ｐ５

◎

Ｐ８

2◎

三③ o三

Ｅ
一

Ｆ
一

704.050

第73図  Fl号 掘立柱建物跡実測図

写72 Fl号掘立柱建物跡
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第 4節
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第74図 土坑実測図
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第75図  土坑実測図
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第77図  土坑実濃1図
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Dl号土坑 遺構はD一 し-19グ リットに位置する。規模は南北1.44m、 東西1.5m、 深さ48cmを

瀬1る 。平面形は円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D2号土坑 遺構はD― じ-19グ リットに位置する。規模は南北1.7m、 東西1.76m、 深さ72cmを

波1る 。平面形は円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D3号土坑 遺構はG― く-2グ リットに位置し、D42と D48を切る。北側は調査区外となる。

調査規模は南北1.52m、 東西2.56m、 深さ32cmを測る。平面形は円形と思われる。遺物は縄文土

器片を出土 した。

D4号土坑 遺構はD― じ-19グ リットに位置する。規模は径1.44m、 深さ98cmを 測る。平面形

は円形に近い隅丸方形を呈する。

D5号土坑 遺構はG― く-2グ リットに位置する。規模は径88cm、 深さ72cmを波1る 。平面形は

円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D6号土坑 遺構はG一 こ-1グ リットに位置する。規模は南北1.04m、 東西80cm、 深さ25cmを

測る。平面形はやや東西に長い円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D7号土坑 遺構はD― い-15グ リットに位置する。規模は南北1.28m、 東西2.16m、 深さ32cm

を測る。平面形は円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D8号土坑 遺構はD一 い-16グ リットに位置する。規模は南北0.96m、 東西1.12m、 深さ23cm

を測る。平面形は円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土 した。

D9号土坑 遺構はC一 と-17グ リットに位置する。規模は径96cm、 深さ32cmを 測る。平面形は

円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D10号土坑 遺構はC一 と-15グ リットに位置する。規模は径88cm、 深さ64cmを演1る 。平面形は

円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D ll号土坑 遺構はC一 そ-14グ リットに位置する。規模は南北88cm、 東西1.2m、 深さ48cmを測

る。平面形は格円形を呈する。

D12号土坑 遺構はC― そ-15グ リットに位置する。規模は径80cm、 深さ30cmを測る。平面形は

円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D13号土坑 遺構はD一 こ-18グ リットに位置し、H19に切 られる。東側は調査区外となる。調

査規模は南北1.6m、 東西80cm、 深さ80cmを測る。平面形は隅丸方形と思われる。遺物は縄文土器

片を出土した。

D14号土坑 遺構はD一 け-20グ リットに位置し、H20に切 られる。残存規模は南北1.04m、 東

西1.76m、 深さ24cmを 測る。平面形は円形と思われる。遺物は縄文土器片を出土した。

D15号土坑 遺構はC―せ-17グ リットに位置する。規模は径80cm、 深さ32cmを測る。平面形は

円形を呈する。
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D16号土坑 遺構はF― こ-20グ リットに位置し、北壁をカクランによって切られる。残存規模

は南北80cm、 東西96cm、 深さ32cmを 測る。平面形は円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D17号土坑 遺構はF一 き-8グ リットに位置する。規模は南北72cm、 東西1.04m、 深さ42cmを

測る。平面形は隅丸方形を呈する。

D18号土坑 遺構はD― こ-16グ リットに位置する。規模は南北2.56m、 東西2.48m、 深さ64cm

を測る。平面形は円形を呈し、遺構上部には多数の石が認められた。遺物は縄文土器片を出上し

た。

D19号土坑 遺構はC一 お-19グ リットに位置する。規模は残存部で南北93cm、 東西3.25m、 深

さ25cmを 1貝1る 。遺物は縄文土器片を出上した。

D20号土坑 遺構はH― し-2グ リットに位置し、H13に切 られる。残存規模は南lLl.36m、 東

西1.2m、 深さ48cmを測る。平面形は円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土した。

D21号土坑 遺構はG― う-8グ リットに位置する。規模は南北1.28m、 東西1.52m、 深さ32cm

を,員1る 。平面形は円形を呈する。遺物は縄文土器片を出土 した。

D22号土坑 遺構はC一 す-16グ リットに位置し、D35を 切る。西側は調査区外となる。調査規

模は南北88cm、 東西2.16m、 深さ40cmを測る。平面形は隅丸方形と思われる。

D23号土坑 遺構はF一 ち… 8グ リットに位置する。規模は南北1.28m、 東西3.2m深 さ56cmを 測

る。平面形は方形と思われる。遺物は土師器片を出土した。

D24号土坑 遺構はF一つ-8グ リットに位置し、D43を 切る。残存規模は南北48cm、 東西96cm、

深さ32cmを 測る。平面形は方形と思われる。遺物は土師器片を出土した。

D25号上坑 遺構はD一 し-16グ リットに位置する。規模は南北1.6m、 東西2.Om、 深さ32cnlを

'員

1る 。

D26号上坑 遺構はD― さ-17グ リットに位置し、Mlに切 られる。残存規模は南北1.12m、 東

西1.28m、 深さ32cmを 測る。平面形は楕円形を呈したと思われる。遺物は土師器片を出土した。

D27号土坑 遺構はD― こ-20グ リットに位置する。規模は南北1.12m、 東西1.28m、 深さ32cm

を測る。平面形は円形を呈する。遺物は須恵器片を出土した。

D28号土坑 遺構はD― こ-20グ リットに位置する。規模は南北93cln、 東西1.33m、 深さ40cm、

を測る。平面形は円形を呈する。遺物は土師器 。須恵器片を出上した。

D29号土坑 遺構はD― い-17グ リットに位置する。規模は南北97cm、 東西80cm、 深さ25cmを測

る。平面形は円形を呈する。遺物は土師器片を出土した。

D30号土坑 遺構はC― そ-17グ リットに位置する。規模は径84cm、 深さ40cmを 浪1る 。平面形は

円形を呈する。

D31号土坑 遺構はC一せ-17グ リットに位置する。規模は径64cm、 深さ32cmを i員1る 。平面形は
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円形を呈する。

D32号土坑 遺構はC一せ-17グ リットに位置する。規模は径82cm、 深さ34cmを測る。平面形は

円形を呈する。

D33号土坑 遺構はC― す-16グ リットに位置する。規模は南北1.68m、 東西2.96rn、 深さ48cm

を測る。平面形は隅丸長方形を呈する。遺物は須恵器片を出土した。

D34号土坑 遺構はC― し-16グ リットに位置する。規模は径86cm、 深さ42cmを測る。平面形は

円形を呈する。

D35号上坑 遺構はC― し-16グ リットに位置し、D22に切られる。西薇1は調査区外となる。調

査規模は南北1.84m、 東西1.2m、 深さ33cmを測る。遺物は土師器片を出土した。

D36号土坑 遺構はD一せ-18グ リットに位置する。規模は径1.5m、 深さ34cmを測る。平面形は

円形を呈する。

D37号土坑 遺構はD― さ-17グ リットに位置し、Mlに切られる。残存規模は南北1.2m、 東西

1.04m、 深さ24cmを測る。平面形は円形を呈したと思われる。

D38号土坑 遺構はG― き-4グ リットに位置する。規模は南北1.45m、 東西82cm、 深さ49cmを

測る。平面形はやや隅丸の長方形を呈する。

D39号土坑 遺構はG― お-17グ リットに位置し、D44を 切る。規模は南北1.55m、 東西1.28m、

深さ27cmを 測る。平面形はやや崩れた隅丸方形を呈する。

D40号上坑 遺構はD― こ-19グ リットに位置する。規模は径88cm、 深さ35cmを浪1る 。平面形は

円形を呈する。

D41号土坑 遺構はG一 け-1グ リットに位置し、H20に切られる。残存規模は南北74cm、 東西

70cmを浪1る 。平面形は隅丸方形を呈 したと思われる。

D42号土坑 遺構はG一 く-2グ リットに位置 しD3に切られる。残存規模は径1.23m、 深さ32

cmを 測る。平面形は円形を呈する。

D43号土坑 遺構はF一 て-8グ リットに位置し、D24を 切る。残存規模は南北2.08m、 東西65

cm、 深さ28cmを浪1る 。平面形は長方形を呈する。

D44号土坑 遺構はG― お-8グ リットに位置する。規模は南北1.2m、 東西1.56m、 深さ34cmを

測る。平面形は隅丸方形を呈したと思われる。

D45号土坑 遺構はH一 け-3グ リットに位置する。規模は南北1.04m、 東西1.44m、 深さ36cm

を測る。平面形は隅丸長方形を呈する。

D46号土坑 遺構はH一 こ-6グ リットに位置する。規模は南北1.92m、 東西1.28m、 深さ34cm

を浪1る 。平面形は隅丸長方形を呈する。
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D47号土坑 遺構はH一 け-3グ リットに位置する。規模は南北1.12m、 東西64cm、 深さ40cmを

測る。平面形は格円形を呈する。

D48号土坑 遺構はG― く-2グ リットに位置し、D3に切 られる。残存規模は南北88cm、 東西

1.36m、 深さ25cmを 減1る 。平面形は円形を呈する。

遺 構 名 層 位 色 等物入
初
サ

D2 １

２

３

４

押熙ネ島連甕         10YR2/2
黒 褐 色        10YR2/3
0こ ぶ い 黄 褐 色  10YR4/3
暗 褐 色     10YR3/3

ローム粒 。軽 石 含 む 。

ローム粒 。軽 石 含 む 。

砂 質 。し ま り な し 。

ローム来立。ロームフ
゛
ロックf≧ tF。

55

33

Ｄ

　

　

Ｄ

１

２

３

10YR2/2
10YR3/3
10YR3/3

色

色
色

褐
褐
褐

黒
暗
暗

ローム粒 ・軽 石 含 む 。し ま り な し 。

ローム粒 。し ま り な し

,― ム粒・軽 石 含 む 。

D4 鼻熟ネ局違3         10YR2/2 ローム粒 。し ま りや や あ り。

D5 １

２

黒 褐 色     10YR2/3
暗 褐 色        10YR3/4

ローム粒 '軽 石 。石 2 0cm大 含 む 。

ローム粒・軽 石・石 含 む 。

D6 暗 褐 色     10YR3/3
に ぶ い 黄 褐 色  10YR3/3

ローム粒 。石 5 cm大 含 む 。

ローム土 多 く、 軽 石 5 cm大 含 む 。

D7 １

２

３

黒 色          10YR2/1
黒 褐 色     10YR3/1
曜ヨキ局亡ヨ         10YR3/4

ハ
゜
ミス・炭 化 物 含 む 。し ま り粘 性 な

白 色 粒・赤 色 粒 含 む 。し ま りあ り。

ローム土 多 量 に 含 む 。し ま り米占性 あ

し

り 。

D9 黒 色          10YR2/1
黒 褐 色     10YR3/1

ローム粒 多 く含 む 。し ま り粘 性 あ り。

ローム粒 含 む 。し ま り粘 性 あ り。

D10 1

2

3
4

黒 色          10YR2/1

黒 褐 色     10YR3/2

ネ島てL           10YR4/6
褐 色          10YR4/6

白 色 粒・小 石 多 く含 む 。

し ま り粘 性 や や あ り。

白 色 粒 。赤 色 粒 多 く含 む 。

し ま り *占 1生 と,り

黒 色 土 フ ロ゙ック含 む 。し ま り粘 性 あ り。

白 色 粒 含 む 。し ま り粘 性 あ り。

D ll １

２

３

暗 褐 色       10YR3/4
昇ユネ尋建色         10YR3/1
褐 色 ±        10YR4/6

白 色 粒 含 む 。し ま り粘 性 あ り。

ローム粒・白 色 粒 含 む 。し ま り粘 性 あ り

ローム粒 多 量 に 含 む 。し ま りな し。

D12 １

２

３

黒 褐 色     10YR3/1
暗 褐 色        10YR3/3
褐 色          10YR4/6

白 色 粒 多 く含 む 。し ま りあ り。

褐 色 土 フ
゛
ロック含 む 。し ま り *占 性 あ り。

ローム粒 含 む 。し ま り粘 ↑生あ り。

D13 １

２

３

黒 色          10YR2/1
黒 褐 色        10YR2/2
暗 褐 色     10YR3/3

ローム粒 含 む 。

ローム*立
。ロームフ

゛
ロックで≧tF。

ローム*立
。ロームフ

゛
ロック≦≧tr。

第26表 土坑土層説明
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遺 構 名 層 位 色 洛l 入 物 等

D14 黒 褐 色         10YR2/3 ローム*立
。

:】
―ムフ

゛
ロックftt t∫

D16 1 黒ミネ島てL         10YR2/3 ローム粒 ・炭 化 物 含 む 。し ま り あ り。

D18 １

２

色
色

尋

局

黒
黒

10YR3/2
10YR3/2

ロームフ ロ゙ック・41ヽ 7ヨ だ≧tF
ロームフ

゛
ロック含 む 。し ま

あ
　
・

性

り

粘

あ

り

性

ま

粘

し

り

D19 1 曜争ネ局てL         10YR3/3 白 色 粒 多 く 含 む 。し ま り *占 任Lあ り 。

D20 １

２

３

４

黒 褐 色       10YR2/3
1こ

==い
斎賛ネ局寝1   10YR2/3

黒 褐 色       10YR2/2
F音 ネ毒てL         10YR2/3

ローム粒 ・ハ・ ミス含 む 。

ローム*立 。ハ
゜
ミス警ン竜∫。

ローム粒・ハ
゜
ミス含 む 。

ローム粒 。ハ
゜
ミス。白 色 *立 含 む 。

D21 暗 褐 色         10YR3/4 ローム粒 ・軽 石 含 む 。

D22 町子ネ尋(L         10YR3/3 ローム粒 ・ハ
゜
ミス含 む 。

D24 １

２

:こ 島ξい 斎キネ局∈1   10YR4/3
ネ局1些1            10YR4/4

ローム粒 ・軽 石 多 く 含 む 。

ローム粒 ・軽 石 含 む 。

D26 １

２

色

色

褐

褐

暗

黒

10YR3/3
10YR2/2

ロームフ
゛
ロック多

ロームフ ロ゙ック多

む

む

含

含

D29 １

２ 色

色

褐

黒

暗

10YR2/1
10YR3/4

白 窒Lロ ームフ
゛
ロックモ≧む 。 し ま り な し 。

ローム粒 。炭 イヒ物 含 む 。し ま り 粘 性 あ り

D33 １

２

３

褐

色

褐

黒

褐

黄

色 10YR3/2
10YR4/4
10YR5/8色

ロームフ ロ゙ック・炭 化 物 含 む : し ま りな し
ロームフ ロ゙ックだ≧tF。

ローム粒 含 む 。 し ま り粘 ↑生メやや あ り。

D34 １

２

色褐

色

黒

褐

10YR3/2
10YR4/6

白 色 粒 ・炭 化 物 含 む 。し ま り あ り 。

ロームフ
゛
ロック。F:1連L Xlt ftt tF.

し ま り 粘 性 あ り。

D37 黒 褐 色         10YR2/2 ローム粒 ・ハ
゜
ミス含 む 。し ま り な し 。

D38 １

２

３

黒 褐 色        10YR2/2
黒試ネ局會3         10YR2/3
黒 褐 色        10YR2/2

ロームフ
゛
ロック多 く 含 む 。

ローム粒 ・ハ
゜
ミス含 む 。

ローム粒 。ロームフ
゛
ロック至≧ tr。

D39 暗 褐 色        10YR3/3 ローム粒 含 む 。し ま り な し 。

D40 １

２

色
色

褐
褐

黒
暗

10YR2/3
10YR3/4

ローム粒 ロームフ
゛
ロック多  く 含 む し ま り あ り

ローム粒 ・軽 石 含 む 。

D41 黒ミネ島建3         10YR2/3 ローム来立。ロームフ
゛
ロックモテむ 。

D43 １

２

黒 褐 色        10YR2/3
1こ _繁 い 覇賓孝場でL  10YR5/3

ローム*立・ハ
゜
ミスで≧竜

「 ・
ローム粒・パ ミス多 く含 む 。

D44 黒 褐 色         10YR3/2 ローム粒 ・含 む 。し ま り な し 。

D45 層ミネ島連3         10YR2/2 ローム粒 。し ま り な し 。

D46 黒 褐 色         10YR3/2 ローム粒・ハ・ ミスモ針む 。 し ま り な し 。

第27表 土坑土層説明
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番号 遺構名 器 種 器 形 厚 さ 部位 色 調 焼成 備   考

1 Dl

`魁

ぅと二L暑晋 体部 5YR3/6暗 赤褐色 良好 雲 母

Dl 縄文土器 体部 7.5YR4/3褐色 良好

Dl 縄文土器 体部 10YR2/2黒褐色 良

4 Dl 縄文土器 体部 10n3/1黒褐色 良 長石。雲母

Dl 縄文土器 体部 10YR2/1黒色 良

Dl 縄文土器 体部 10YR2/3黒褐色 良女子 長石

D2 縄文土器 口縁 7.5YR4/2灰褐色 良好 長石

D2 縄文土器 口縁 7.5YR4/1褐灰色 良好

D2 組文上器 体 部 2.5YR4/2灰赤色 良 長石。金雲母

10 D2 縄文土器 体部 7.5YR4/2灰褐色 良 長石

D2 甜L文土器 体 部 2.5YR4/3に ぶい赤褐色 良好 長石

D2 縄文土器 体部 5YR7/4に ぶい橙色 良

D2 縄文土器 体部 5YR4/2灰 褐色 良

14 D2 縄文土器 体部 5YR4/4にぶい赤褐色 良好 長石。金雲母

D2 縄文土器 体部 7.5YR6/6橙色 良

D2 縄文土器 体部 7.5YR3/1黒褐色 良 長石・金雲母

D2 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良

D2 縄文土器 底 部 7.5YR7/2明褐灰色 良

D2 組文土器 体部 5YR5/4にぶい赤褐色 良

D3 縄文土器 口縁 7.5YR5/3にぶい褐色 良 雲 母

(単位 cm)
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番号 遺構名 器  種 器  形 厚 さ 部位 色  調 焼成 引青     デ争

D3 縄文土器 口縁 5YR4/2灰 褐色 良好 雲 母

22 D3 縄文土器 体部 5YR6/4に ぶい橙色 良好

23 D3 縄文土器 底部 7.5YR4/3褐 色 良 雲 母

24 D3 縄文土器 体部 7.5YR4/3褐 色 良

D3 縄文土器 体部 5m5/6明赤褐色 良好 長石。金雲母

D3 縄文土器 体部 5n4/2灰褐色 良好 長石

D3 縄文土器 体部 5YR3/2暗 赤褐色 不良 長石・金雲母・小石

D4 縄文土器 体部 2.5YR4/4に ぶい赤褐色 良好

D4 縄文土器 体部 5YR4/1褐 灰色 良好

30 D4 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良好

つ
０ D4 縄文土器 体部 5m5/2灰褐色 良 長石。雲母

32 D6 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良

33 D7 縄文土器 口縁 5YR5/8明 赤褐色 不良

34 D8 縄文土器 体部 2.5YR4/6赤 褐色 良好

35 D9 縄文土器 体部 7.5YR3/1黒 褐色 良好 長石・雲母

D9 縄文土器 体 部 7.5YR4/2灰 掲色 良好

D10 縄文土器 体部 5n3/3暗赤褐色 良

38 D10 縄文土器 体部 2.5YR5/8明 赤褐色 良 長石

D15 縄文土器 口縁 7.5YR5/3に ぶい褐色 良

40 D15 縄文土器 体部 2.5YR4/6赤褐色 良

41 D13 縄文土器 口縁 7.5YR5/6明褐色 良 雲母・長石

42 D13 縄文上器 口縁 5YR3/6暗 赤褐色 良好 長 石

43 D13 縄文土器 体部 7.5YR6/6橙 色 良 長石・雲母

44 D13 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 バ1夕 F‐ 長石

45 D13 縄文土器 体部 7.5YR5/3に ぶい褐色 良

46 D14 縄文土器 体部 7.5YR4/4褐 色 良好 長石

(単位 cm)
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番号 遺構名 器  種 器  形 厚 さ 部位 色  調 備  考

47 D14 縄文土器 体部 5YR4/6赤 褐色 良好 金雲母

48 D14 縄文土器 体部 7.5YR6/4に ぶい橙色 良

49 D14 縄文土器 体部 7.5YR5/3にぶい褐色 良 長石

50 D14 縄文土器 体部 7.5YR5/2灰褐色 良

D14 縄文土器 体部 5YR4/2灰 褐色 良 長石。金雲母

D14 縄文土器 体部 5YR4/2灰 褐色 良 長石。金雲母

53 D16 縄文土器 体部 5YR4/8赤 掲色 不良 長石。金雲母

54 D16 縄文土器 頸部 5YR5/3に ぶい赤褐色 良

D16 縄文土器 体部 5YR5/4に ぶい赤褐色 良 長石。金雲母

D18 縄文土器 体部 7.5YR3/3暗 褐色 良

D18 縄文土器 体部 5YR5/6明 赤褐色 良 雲 母

D19 縄文土器 体部 10m6/6明黄褐色 不良

59 D20 縄文土器 口縁 10YR6/4にぶい黄橙色 良

60 D20 縄文土器 目縁 10YR5/6黄褐色 良 長石

D20 縄文土器 体部 7.5YR3/3暗褐色 良 長石

(litttL  cm) 第30表 土坑出土遺物観察表

番 号 遺構名 器  種 器  形 口径 底 径 器高 整 備 考

1 D23 土曹市器 杯 残存率口縁の一部 焼成 良

色調7.5YR6/4に ぶい橙色

D23 土師器 甕 内面クシロ痕の残るヘラ

削り 外面ヘラ削り

焼成 良好

色調5n4/6赤褐色

D24 」1自市暑思 外 外面ヘラ削り 残存率 底部のみ 焼成 良好

色調7.5YR4/2灰褐色

4 D26 土師器 甕 口縁横ナデ 残存率口縁の一部 焼成 良

色調5YR4/4に ぶい赤褐色

D27 須恵器 外 残存率 口縁の一部  焼成

色調N5/0灰色    良好

D27 須恵器 甕 残存率体部の一部 焼成 良好

色調N3/0暗灰色

(単位 cm)
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番 号 遺構名 器  種 器  形 口径 低 径 器高 調 整 備 考

D27 須恵器 甕 外面タタキ痕 残存率体部の一部 焼成

色調N3/0暗灰色

良

D27 須恵器 蓋 焼成 良好

色調2.5Y5/1黄灰色

D28 須恵器 甕 残存率10% 焼成 良好
色調5Y5/1灰色

10 D28 土師器 外 底部回転糸切 り 残存率15% 焼成 良

色調2.5Y4/3に ぶい赤掲色

D28 土師器 不 墨書土器

内面黒色処理

残存率体部の一部 焼成良好

色調5YR5/4に ぶい//Jく 褐色

D29 土師器 甕 17.4 外面クシロ 残存率口縁の一部 焼成 良好

色調7.5YR5/3にぶい褐色

13 D29 土師器 高不 内面。外面赤色塗彩 残存率外部の一部 焼成 良

色調7.5R4/6赤色

14 D33 須恵器 甕 外面タタキ痕 残存率体部の一部 焼成良好

色調5Y2/2オ リープ黒

D35 土師器 不 残存率 体部の一部焼成 良
色調 10YR6/2灰 黄褐色

(単位 cm) 第32表 上坑出土遺物観察表

D3号 上坑

写75 D5号 土坑
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第 5節

Ml号溝跡

溝跡 (M)

遺構は調査区東端の緩斜面上

に位置し、D一 こ-14グ リット

からD一 さ-20グ リットにかけ

て認められる。遺構はD26・ D

37と 重複関係にあり両土坑を切

る。規模は幅約2.Om、 長さ26.4

m、 深さ30cm前後を測る。
Ｄ
一

魏

Q(11160)4im

写101 Ml号 溝跡第85図 Ml号 溝跡実測図

-123-―


